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② -③	 輝く留萌挑戦物語
④ -⑤	 戦争のない平和な未来のために…
⑥ -⑦	 ９月１日は「防災の日」
⑧ -⑨	特定健診を受診して健康づくりに役立てよう
⑩ - ⑬	平成26年度市民アンケート
⑭ -㉑	議会だより

　７月11日㈮に博多港を出港した日本最大の客船「飛鳥 II」
（50,142トン）が13日㈰８時、留萌港三泊ふ頭に接岸しまし

た。留萌高校吹奏楽部の演奏が出迎え、多くの市民が寄港
を歓迎しました。港では物産展などが開かれたほか、船内
の市民見学会も行われました。「飛鳥 II」は多くの市民が見
守る中、同日19時に出港しました。

今月号の
表紙 日本最大の客船「飛鳥II」寄港

	 ㉒ - ㉗	 くらしのお知らせ	 ㉘ - ㉙	 健康ひろば
	 ㉚	 ごみ減量のコツ	 ㉛	 留萌市情報アンテナ

今 月 号 の お も な 内 容

るもい



23 広報 るもい広報 るもい

輝く市民、挑戦する市民を応援します！ ７

▲平成26年度から本格的に農業に参入した
ＮＰＯ法人「留萌ふれあいの家」の利用者

▲収穫を目前に控え細心の注意を払い作物
の手入れを行う

▲留萌高校（左）と留萌千望高校（右）で開かれた推進協と生徒との意見交換会で
は多くの意見やアイデアが飛び出した

ＮＰＯ法人「留萌ふれあいの家」

　就労支援員　菊
き く ち

地　幸
ゆ き お

夫さん

留萌市青少年健全育成推進員協議会

研修部副部長　大
おおさわ

澤　あゆみさん

お
問
い
合
わ
せ
は

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
留
萌
ふ
れ
あ
い
の
家
」

42-
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お
問
い
合
わ
せ
は

 

留
萌
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進

員
協
議
会（
事
務
局
：
市
・
教
育
委
員

会
こ
ど
も
課
）

42-

１
８
０
８

　
「
留
萌
ふ
れ
あ
い
の
家
」
で
は
、
就

農
訓
練
の
充
実
を
図
る
た
め
、
平
成
24

年
か
ら
市
内
の
農
地
を
借
り
受
け
て
野

菜
づ
く
り
を
行
い
、
収
穫
し
た
ト
マ
ト

や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を「
留

　

青
少
年
宿
泊
体
験
は
、
留
萌
市
青
少

年
健
全
育
成
推
進
員
協
議
会
（
推
進

協
）
が
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
よ

う
と
、
留
萌
高
校
と
留
萌
千
望
高
校
の

そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
と
意
見
交
換
会
を
重

萌
ふ
れ
あ
い
の
家
」
や
る
も
い
プ
ラ
ザ

内
の
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
ペ
ー
ス
ゆ
に
」

で
取
り
扱
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
２

年
間
で
一
定
の
成
果
を
得
ら
れ
た
こ
と

か
ら
、市
内
の
農
地
約
１
・
４
ヘ
ク
タ
ー

ね
る
中
で
出
さ
れ
た
ア
イ
デ
ア
で
、
今

回
が
初
め
て
の
事
業
と
な
り
ま
す
。

　

高
校
生
が
中
心
と
な
り
、
小
学
生
や

中
学
生
の
面
倒
を
見
な
が
ら
、
炊
事
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
す
が
、

ル
（
約
４
，
２
３
５
坪
）
を
５
年
間
の

契
約
で
借
り
受
け
、
今
年
度
か
ら
農
業

に
本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

生
産
か
ら
収
穫
、
製
造
、
袋
詰
め
ま

で
の
全
て
を
留
萌
産
に
こ
だ
わ
っ
た

「
て
ぎ
り
干
し
大
根
」
に
使
用
す
る
大

根
の
栽
培
も
手
が
け
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
利
用
者
８
人
が
１
日
５
時
間

私
た
ち
推
進
協
は
高
校
生
た
ち
の
自
主

性
を
尊
重
し
、
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
て
も
ら
い
た

い
と
思
い
、
サ
ポ
ー
ト
役
に
徹
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
留
萌
消
防
署
の
協
力
を
い
た

だ
き
、
消
火
体
験
や
応
急
処
置
の
方
法

な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
心
得
を
学

ぶ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
の
防
災
力
の
向
上
と

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
）「
留
萌
ふ
れ
あ
い
の
家
」（
野
崎

良
夫
代
表
理
事
）
は
、
障
が
い
を
持
つ
方
の
社
会
的
自
立
の
促
進
を
図
る
た

め
、
昭
和
63
年
に
作
業
所
を
開
設
し
、
平
成
18
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
移
行
し

ま
し
た
。
25
年
度
ま
で
農
園
方
式
で
野
菜
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
が
、
26
年

度
か
ら
農
地
法
の
規
定
に
基
づ
き
農
地
を
賃
貸
し
、
本
格
的
に
農
業
に
参
入

し
ま
し
た
。
利
用
者
に
野
菜
栽
培
な
ど
の
指
導
を
行
っ
て
い
る
「
留
萌
ふ
れ

あ
い
の
家
」
就
労
支
援
員
の
菊
地
幸
夫
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

高
校
生
が
企
画
す
る
、
小
学
生
や
中
学
生
を
対
象
と
し
た
青
少
年
宿
泊

体
験
を
８
月
２
日
㈯
、
３
日
㈰
、
港
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。
親
元
を
離
れ
た
宿
泊
体
験
を
通
じ
、
自
炊
な
ど
を
行
う
こ
と
で
自

立
心
を
育
ん
で
も
ら
う
ほ
か
、
協
調
性
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の

向
上
な
ど
を
目
的
に
開
か
れ
ま
す
。
高
校
生
の
良
き
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
務

め
る
留
萌
市
青
少
年
健
全
育
成
推
進
員
協
議
会
研
修
部
副
部
長
の
大
澤
あ

ゆ
み
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

程
度
、
熱
心
に
愛
情
を
込
め
て
野
菜
づ

く
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
日
、
野
菜
づ
く
り
に
汗
を
流
す
利

用
者
に
と
っ
て
、作
物
の
手
入
れ
を
し
、

生
育
の
状
況
に
気
を
使
い
、
収
穫
、
販

売
す
る
こ
と
の
全
て
が
挑
戦
で
あ
り
、

そ
し
て
喜
び
で
す
。

　

そ
の
思
い
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
指
導
に
努
め
、
一
緒
に
収
穫
を
喜

び
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

利
用
者
は
買
い
求
め
て
く
れ
る
方
に

今
ま
で
以
上
に
安
心
し
て
、
野
菜
を
口

に
し
て
も
ら
お
う
と
、
強
い
思
い
と
責

任
感
を
持
ち
、
一
生
懸
命
に
作
業
に
勤

し
み
、
間
近
に
控
え
た
収
穫
を
心
待
ち

に
し
て
い
ま
す
。

　

収
穫
し
た
野
菜
は
、
る
も
い
プ
ラ
ザ

や
留
萌
ふ
れ
あ
い
の
家
、
市
内
の
イ
ベ

ン
ト
で
販
売
し
ま
す
。

◇

　
「
留
萌
ふ
れ
あ
い
の
家
」
で
は
、
野

菜
栽
培
の
ほ
か
、
廃
食
油
を
利
用
し
た

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
や
廃
油
せ
っ

け
ん
の
製
造
、
も
み
殻
、
米
ぬ
か
を
材

料
と
し
た
ボ
カ
シ
と
呼
ば
れ
る
肥
料
の

製
造
、
収
穫
し
た
蕎
麦
で
ス
イ
ー
ツ
作

り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
の
設
立
が
求
め
ら
れ
る

昨
今
、
災
害
発
生
時
に
自
分
の
身
を
守

り
、
要
救
護
者
の
支
援
を
行
う
術
を
学

ぶ
絶
好
の
機
会
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

自
分
た
ち
で
企
画
を
立
て
、
目
標
に

向
か
っ
て
協
力
し
、
予
測
し
な
か
っ
た

ト
ラ
ブ
ル
を
乗
り
越
え
た
と
き
の
達
成

感
を
肌
で
感
じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
事
業
に
参
加
す
る
小
学
生

や
中
学
生
が
後
々
、
企
画
す
る
側
と
な

り
、
こ
の
事
業
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
え

た
ら
と
望
ん
で
い
ま
す
。

　

推
進
協
は
、
今
後
も
定
期
的
に
高
校

生
と
の
意
見
交
換
会
を
開
き
、
提
案
さ

れ
た
ア
イ
デ
ア
を
基
に
、
高
校
生
の
意

思
を
尊
重
し
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
サ
ポ
ー

ト
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

◇

　

高
校
生
自
ら
が
企
画
を
練
り
、
目
標

を
掲
げ
て
取
り
組
む
初
め
て
の
青
少
年

宿
泊
体
験
は
、
異
な
る
年
齢
層
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

き
っ
か
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。

収
穫
を
間
近
に
控
え
心
弾
む

美
味
し
い
野
菜
を
届
け
た
い

高
校
生
の
ア
イ
デ
ア
生
か
し

自
立
心
を
育
ん
で
い
き
た
い

NPO法人「留萌ふれあいの家」が農業に本格参入高校生が企画する青少年宿泊体験事業をサポート
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■お問い合わせは　総務課 ☎ 42-1801 まで1

　

広
島
に
人
類
史
上
初
め
て
原
子
爆
弾
が

投
下
さ
れ
、今
年
で
69
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
と
平
和
の
尊

さ
を
後
世
に
語
り
継
ぎ
、
地
球
上
か
ら
永

久
に
核
兵
器
が
廃
絶
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
、
昭
和
59
年
に
「
平
和
都
市
宣
言
」
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
世
界
の
恒
久
平
和
の
実
現

を
願
い
、
広
告
塔
や
平
和
の
塔
の
設
置
、

平
和
大
使
派
遣
事
業
、
原
爆
写
真
・
ポ
ス

タ
ー
展
、
戦
争
記
録
映
画
上
映
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
も
な
お
、
世
界
各
地
で
争

い
が
絶
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
強
い
危
機
感
を
持
ち
、
一
層

平
和
へ
の
努
力
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
は
、
過
去
の
悲
惨
な
出
来
事
を

教
訓
と
し
、
将
来
の
日
本
を
担
っ
て
い
く

子
ど
も
た
ち
に
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え

る
義
務
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
平
和
の

た
め
に
祈
り
、
発
言
し
、
行
動
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

　

終
戦
直
後
、
留
萌
沖
で
あ
の
有
名
な

「
タ
イ
タ
ニ
ッ
ク
号
」
の
死
者
数
を
上
回

る
犠
牲
者
を
出
し
た
「
三
船
殉
難
事
件
」

が
起
き
ま
し
た
。
昭
和
20
年
８
月
22
日
、

樺
太
か
ら
の
引
揚
者
を
乗
せ
た
３
隻
の
船

が
小
樽
方
面
に
航
行
中
、
旧
ソ
連
の
潜
水

艦
の
魚
雷
攻
撃
を
受
け
ま
し
た
。

　
「
小
笠
原
丸
」
は
増
毛
沖
で
、「
泰
東

丸
」
は
鬼
鹿
沖
で
そ
れ
ぞ
れ
沈
没
、
大
破

し
な
が
ら
も
留
萌
港
に
た
ど
り
つ
い
た
の

は
「
第
二
新
興
丸
」
た
だ
１
隻
で
し
た
。

　

傷
つ
い
た
船
体
は
傾
き
、
船
上
の
惨
状

は
目
を
覆
う
も
の
が
あ
っ
た
と
記
録
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
当
時
の
留
萌
町
警

防
団
や
警
察
署
の
ほ
か
、
多
く
の
町
民
が

遺
体
の
収
容
や
埋
葬
、
生
存
者
の
救
護
に

当
た
り
ま
し
た
。

　

こ
の
惨
劇
に
よ
っ
て
１
，
７
０
８
人
の

尊
い
命
が
犠
牲
と
な
り
、
い
ま
で
も
多
く

の
人
々
の
胸
の
中
に
深
い
傷
と
し
て
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、三
船
の
犠
牲
者
の
慰
霊
碑（
平

成
22
年
に
千
望
台
か
ら
海
の
ふ
る
さ
と
館

隣
接
の
岬
緑
地
に
移
設
）
を
平
成
７
年
に

建
立
し
、
冥
福
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　

留
萌
市
は
次
の
と
お
り
平
和
都

市
と
な
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。　

　

真
の
平
和
を
希き
き
ゅ
う求
す
る
こ
と

は
、
人
類
共
通
の
願
い
で
あ
り
、

こ
の
崇す
う
こ
う高

な
理
想
実
現
の
た
め
、

常
に
努
力
を
続
け
て
行
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
私
た
ち
市
民
は
、

今
日
の
緊
張
し
た
国
際
情
勢
を
認

識
し
、
我
が
国
の
非
核
三
原
則
の

堅け
ん
じ持

は
も
と
よ
り
、
核
戦
争
の
脅

威
を
排
除
す
る
た
め
、
地
球
上
か

ら
永
久
に
核
兵
器
が
廃
絶
さ
れ
る

こ
と
を
強
く
願
う
も
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
留
萌
市
は
恒
久
の
平
和

を
願
い
幸
せ
な
市
民
生
活
を
守
る

決
意
を
表
明
し
、
非
核
平
和
都
市

を
宣
言
す
る
。

　
　
　
　
　

昭
和
59
年
５
月
３
日

平
和
の
大
切
さ
を
未
来
に
伝
え
よ
う

留
萌
沖
の
悲
劇
「
三
船
殉
難
事
件
」

▲三船殉難事件慰霊碑

戦争のない平和な未来のために…
　終戦から69年が経過した現在、戦争経験者の高齢化が進み、
戦争の記憶の風化や若い世代を中心とした、平和への意識の希薄
化が強く懸念されています。戦争のない恒久平和を目指し、次の
世代へ戦争の悲惨さ、平和の大切さや尊さを改めて伝えていきま
しょう。

※
希
求
：
願
い
求
め
る
こ
と

　

崇
高
：
何
も
比
較
で
き
な
い
偉
大
さ

　

堅
持
：
か
た
く
守
っ
て
他
に
譲
ら
な

　
　
　
　

い
こ
と

留
萌
市
平
和
都
市
宣
言

▼平和への願いを込めた千羽鶴を募集しています。
●回収場所
　　市役所、保健福祉センターはーとふる、市立病
　院、るもい健康の駅の各折り鶴専用ポストで回収
　しています。
●折り鶴について
　　折り鶴はテグスまたは丈夫なひも（タコ糸など）
　で１本50羽（20本）または１本40羽（25本）に束ね
　てください。１本の長さはおおよそ1.5メートル
　が目安です。
○留萌市平和祈念式典にさ
さげた後、広島市の「原爆
の子の像」へ送付します。
問 市・総務課
 ☎  42-1801

平 和 啓 発 事 業 の ご 紹 介

ご協力をお願いします
下記の日程でサイレンを吹

すいめい

鳴しますので、１分間の黙とう
をお願いします。
◯全国戦没者追悼式　８月 15 日㈮　12：00
◯留萌市平和祈念式典　８月 20 日㈬　13：00

▼昭和 20 年８月、一瞬にして 21 万人以上の人命
を奪ったのは、２発の原子爆弾でした。
●日程と場所
　８月１日㈮〜８日㈮（土日除く）
　保健福祉センターはーとふる１階ロビー
　８月 11 日㈪〜 18 日㈪（水曜日除く）
　るもいプラザまちなか賑わい広場
　８月 20 日㈬
　中央公民館講堂留萌市平和祈念式典会場
問 市・総務課 ☎ 42-1801

●日時　「戦争が終った夏に」（74分）
　　　　８月 10日㈰　10：30
　　　　　　 17日㈰　13：30
　　　「慟哭（どうこく）の証言」（70分）
　　　　８月 10日㈰　13：30
　　　　　　 17日㈰　10：30
●場所　市立留萌図書館視聴覚室
◯「戦争が終った夏に」は樺太引揚船「小
笠原丸」にその夏、何が起こったのかを描
いたアニメです。「慟哭（どうこく）の証
言」は三船殉難の証言を記録したドキュメ
ンタリーです。

●日程　８月３日㈰〜 28日㈭
●場所　市立留萌図書館ホール
●展示図書、貸し出し図書
　「留萌沖の悲劇」
　「月刊ダン 昭和 50年８月号終戦特集
　　留萌沖に消えた千七百人」
　「樺太終戦秘話　三船殉難の記録」など
◯今を生きる人々に伝えるために、戦争の
悲惨さや戦時中の過酷な生活などに関する
図書を展示、貸し出します。

▼戦没者や戦争犠牲者の追悼にあわせ、戦争の悲惨さを後世
に伝え、平和の大切さを改めて思い起こしてほしいという思
いを込めた式典です。ご遺族だけではなく、多くの市民の皆
さんのご参列をお願いします。
●日時　８月 20 日㈬ 13：00
●場所　中央公民館講堂
○参列される方は、12 時 50 分までに受付をしてください。
問 市・総務課 ☎ 42-1801

問 市立留萌図書館 ☎42-2300

■平和の集い　「留萌市平和祈念式典」　（戦没者・殉難者追悼式）

■図書館で開催する事業 ■平和の折り鶴募集

１ アニメ・記録映画上映会

２ 平和資料展
平和への祈り〜今に伝える戦争の悲劇〜 ■原爆資料展

　「広島・長崎原爆パネル展」
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■お問い合わせは　総務課 ☎ 56-5005 まで2

「留萌市市民防災訓練（防災運動会）」に
参加しませんか！

留
萌
市
津
波
避
難
計
画（
全
体
計
画
）を
策
定
し
ま
し
た

▲簡易担架によるリレー

▲非常持ち出し品の説明

●昨年の「留萌市市民防災訓練
（防災運動会）」の様子日 ８月30日㈯　９：00〜 12：30

所 留萌地域人材開発センター（パワスポ留萌）
　　グラウンド
　　※雨天時はパワスポ留萌体育館

　東日本大震災などを教訓に、全国的に「防災意識の高ま
り」や「地域での支え合い」の活動が広まっています。
　今年の「留萌市市民防災訓練（防災運動会）」は、８月
30日㈯午前９時から留萌地域人材開発センター（パワス
ポ留萌）のグラウンドを会場に「防災を考えるネットワー
ク（萌志会）」と共催で実施します。
　実施要項など詳細が決まりましたら、町内会を通じてご
案内しますので、多くの皆さんの参加をお待ちしています。

9月1日は「防災の日」

　

大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
ど
の

よ
う
に
行
動
す
べ
き
か
、
日
ご
ろ
か
ら
防

災
訓
練
を
繰
り
返
し
実
施
し
、
地
域
で
支

え
合
う
体
制
（「
自
主
防
災
組
織
」）
づ
く

り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

自
主
防
災
組
織
は
、町
内
会
を
主
体
に
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
今
後
の
災
害
発
生
に
備

え
、
防
災
意
識
の
向
上
と
自
助
・
共
助
の

精
神
を
育
む
有
効
な
組
織
で
あ
り
、
災
害

時
の
初
期
行
動
な
ど
に
最
も
大
き
な
役
割

を
果
た
す
組
織
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
を
教
訓
と
し
、
自
主
防

災
組
織
の
必
要
性
が
重
視
さ
れ
、
平
成
26

年
６
月
末
日
現
在
、
１
４
０
町
内
会
中
、

45
町
内
会
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
お
茶
の
間
ト
ー
ク
な
ど
を
通

じ
て
、
よ
り
多
く
の
町
内
会
が
自
主
防
災

組
織
を
設
置
す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
し

て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
自
主
防
災
組
織
を
設
置
さ
れ
て

い
な
い
町
内
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
気

軽
に
市
・
総
務
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
個
別
の
支
援
が

必
要
な
方
（
高
齢
者
な
ど
）
の
避
難
行
動

に
対
応
す
る
た
め
に
「
個
別
計
画
」
の
策

定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
町
内
会

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
主
防
災
組
織
を
つ
く
ろ
う
！

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
な
ど
に
よ
る

被
害
を
教
訓
に
、
安
全
安
心
な
マ
チ
づ

く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
、
現
在
地
の

海
抜
の
確
認
や
津
波
か
ら
避
難
す
る
た

め
の
目
安
と
し
て
、
市
内
の
２
０
０
本

の
電
柱
に
「
海
抜
標
示
板
」
を
設
置
し

て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
、
自
分
が
よ
く
利
用
す

る
通
学
路
や
通
勤
路
な
ど
の
「
海
抜
標

示
板
」
を
確
認
し
、
家
族
や
友
達
、
仕

事
仲
間
と
避
難
路
な
ど
に
つ
い
て
話
し

合
っ
て
お
く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、
津
波
災
害
が
発
生
し
た
場

合
に
備
え
て
、
地
震
や
津
波
が
終
息
す

る
ま
で
の
間
（
お
お
む
ね
２
、３
日
）、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
お
よ
び
身
体
の

安
全
を
確
保
す
る
た
め
、「
留
萌
市
津

波
避
難
計
画
（
全
体
計
画
）」
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

留
萌
市
津
波
避
難
計
画（
全
体
計
画
）

は
、「
留
萌
沖
に
て
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

７
・
８
」
の
地
震
が
発
生
し
た
想
定
で

策
定
し
た
も
の
で
あ
り
、
計
画
に
は
津

波
発
生
時
の
災
害
情
報
伝
達
に
関
す
る

事
柄
や
津
波
避
難
ビ
ル
な
ど
を
記
載
し

て
い
ま
す
。
留
萌
市
避
難
計
画
（
全
体

計
画
）は
、市
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://

w
w

w
.e-rum

oi.jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

留
萌
市
津
波
避
難
計
画
（
全
体
計
画
）

を
基
に
、
皆
さ
ん
の
自
発
的
な
防
災
活

動
に
よ
っ
て
地
域
ご
と
の
「
津
波
避
難

計
画
（
地
域
計
画
）」
を
策
定
し
、
自
ら

が
災
害
に
備
え
、
地
域
の
防
災
意
識
を

高
め
る
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

▲市内の電柱に設置した海抜標示板

地
域
の
津
波
避
難
計
画
を
つ
く
ろ
う

知
っ
て
い
ま
す
か
？
海
抜
標
示
板

津
波
避
難
計
画
っ
て
な
に
？

　９月１日は「防災の日」、８月30日から９月５日までは「防災週間」
です。災害による被害を最小限に抑えるためには一人ひとりが「も
しも」を想定した心構えと準備が必要です。
　この機会に、家庭や地域で「防災」について考えてみませんか。

Q1　　留萌市津波避難計画（全体計画）はどの
ようなことが掲載されているのですか？

A1　　留萌市津波避難計画（全体計画）は
留萌市内を三泊・塩見地区、浜中・礼
受地区、市街・大町・瀬越・沖見・元
町地区の３地区に分け、避難経路や避
難方法などを掲載しています。

Q2　　津波による被害を出さないためには
どのような事が重要だと思いますか？

A2　　「自分の命は自分で守る」という意識
と行動力が重要です。

　　　	　津波の危険を感じたら、テレビやラ
ジオなどで正しい情報を入手するよう
にしてください。津波から身を守るた
めには、安全な高い場所に避難するこ
とが大事です。避難が必要と感じた場
合や避難勧告などが発表された場合は、
素早い判断と行動が不可欠となります。

Q3	 　今後の津波避難
計画は？

A3	 　今後は、避難対
象地域の方々に地
域ごとの「津波避難計画（地域計画）」
を策定していただくため、市では作成
する際のサポートをしますので、ご相
談ください。

Q4	 　最後に市民の皆さんにメッセージを
お願いします

A4	 　「災害は忘れた頃にやってくる」と
言います。自主防災組織の設立、「津
波避難計画（地域計画）」の策定、「市
民防災訓練（防災運動会）」の参加な
どを通して、地域でコミュニケーショ
ンを深め、地域の防災力の向上を図っ
ていただきたいと思います。

防災担当の門脇主任に聞きました

門脇主任
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特
定
保
健
指
導
は
、
生
活
習
慣
の
改
善

を
強
制
す
る
の
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
が
自

分
の
健
康
状
態
を
正
し
く
理
解
し
て
改
善

に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
お
手

伝
い
す
る
こ
と
が
目
的
で
、
市
が
実
施
す

る
「
か
ら
だ
チ
ェ
ン
ジ
教
室
」
に
は
、
メ

タ
ボ
リ
ス
ク
が
現
れ
は
じ
め
た
動
機
付
け

支
援
の
方
を
対
象
と
し
た
「
気
ま
ま
に

チ
ェ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
と
、
メ
タ
ボ
リ
ス
ク

が
高
い
積
極
的
支
援
の
方
を
対
象
と
し
た

「
し
っ
か
り
チ
ェ
ン
ジ
コ
ー
ス
」
の
２
つ

の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
生
活
習
慣
の
見
直
し

と
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
特
定
保
健
指
導
に
併
せ
て
、
運

動
の
習
慣
を
身
に
付
け
て
い
た
だ
く
た

め
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
な

ど
の
軽
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る
「
運
動
教

室
」
も
毎
月
１
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
結
果
説
明
会
以
外
で
も
、
電
話

や
来
所
に
よ
る
相
談
を
い
つ
で
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。（
市
・
保
健
医
療
課
（
は
ー

と
ふ
る
内
）
☎
49
‐
６
０
５
０
）

　

今
月
号
の
広
報
る
も
い
「
く
ら
し
の
お

知
ら
せ
」
に
、「
特
定
健
診
（
個
別
健
診
）」

（
22
ペ
ー
ジ
）、
秋
の
「
特
定
健
診
（
集
団

健
診
）」
と
「
が
ん
検
診
」（
23
ペ
ー
ジ
）、

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
年
に
一

度
は
特
定
健
診
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

3

　

特
定
健
康
診
査
（
特
定
健
診
）
は
、
日

本
全
国
の
40
歳
以
上
の
方
を
対
象
に
、
高

血
圧
や
糖
尿
病
、
高
脂
血
症
と
い
っ
た
生

活
習
慣
病
の
原
因
と
な
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）の
早

期
発
見
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
の
特
徴
は
、
自
覚
症
状
が

な
い
ま
ま
進
行
し
、
放
置
す
る
と
心
疾
患

や
脳
卒
中
な
ど
の
重
大
な
病
気
を
引
き
起

こ
す
恐
れ
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　

定
期
的
に
特
定
健
診
を
受
診
す
る
こ
と

で
、
早
期
に
異
常
を
発
見
し
て
生
活
習
慣

を
改
善
し
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

市
の
平
成
24
年
度
の
国
民
健
康
保
険

（
国
保
）
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
42
万

円
で
、
全
道
平
均
と
比
べ
て
１
・
18
倍
ほ

ど
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
加
入
割
合
が
高
い
こ
と

が
要
因
の
一
つ
で
す
。

　

生
活
習
慣
を
改
善
し
、
健
康
を
維
持
す

る
こ
と
は
、
皆
さ
ん
が
負
担
す
る
医
療
費

を
節
約
し
、
国
民
健
康
保
険
の
収
支
改
善

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
は
毎
年
春
に
、
国
民
健
康
保
険
加
入

者
を
対
象
に
、
受
診
券
と
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
郵
送
し
、
特
定
健
診
の
受
診
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
。対
象
と
な
る
方
に
対
し
て
、

電
話
勧
奨
に
よ
る
受
診
の
呼
び
か
け
を
行

い
、
ま
た
、
通
院
中
の
方
に
は
、
医
療
機

関
と
連
携
し
た
個
別
健
診
の
取
り
組
み
を

行
う
な
ど
、
皆
さ
ん
の
生
活
状
況
に
あ
っ

た
特
定
健
診
の
案
内
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
の
特
定
健
診
受
診
率
は
、

医
療
機
関
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
と
の
連
携
、
る

も
い
ナ
ー
ス
コ
ー
ル
「
結
」
に
よ
る
電
話

勧
奨
が
奏
功
し
、
着
実
に
向
上
し
て
い
ま

す
。

　

ぜ
ひ
年
に
一
度
は
特
定
健
診
を
受
診

全道平均
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し
、
自
分
の
体
の
状
態
を
確
認
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
受
診
の
結
果
、
検
査
数
値
が
所

定
の
基
準
を
超
え
た
方
に
は
、
保
健
師
や

栄
養
士
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
を
行
い
、

栄
養
指
導
や
運
動
教
室
な
ど
を
通
じ
て
生

活
習
慣
の
改
善
を
後
押
し
て
い
ま
す
。0

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35% 全道平均
留萌市

H24H23H22H21

特定健診受診率の状況

21.5% 22.6% 23.5%

24.0%

29.3%

20.0%18.7%18.7%

　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
ー
と
ふ
る
で
は

年
に
３
回
、
保
健
師
や
栄
養
士
が
特
定
保

健
指
導
の
対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
方
も
含

め
、特
定
健
診
受
診
者
全
員
を
対
象
に「
結

果
説
明
会
」
を
、
ま
た
、
毎
月
市
内
の
児

童
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
「
一
般
健
康
・
栄
養

相
談
」
を
開
き
、
検
査
結
果
の
説
明
、
食

事
や
健
康
面
で
の
注
意
点
の
説
明
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
疑
問
や
不
安
な
ど

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
詳
し
い
日
程
な
ど
は
下
記
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。スケジュール

保健師や栄養士の
アドバイスを受け
計画を立てる。

計画に沿って
生活習慣を改善。

無理のない計画を立てる
のがポイント。

記録をつけて
効果を実感！
評価も楽しみに。

現在の状態を
一緒に確認。
これで終わりでは
ありません。
次の健診まで
健康生活をキープ！

○国民健康保険加入者が対象です。
○生活習慣病の治療中の方を除きます。

からだチェンジ 教室

面接

実行

評価
6カ月後

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

早
期
発
見
で
健
康
な
毎
日
を
！

国
保
一
人
当
た
り
の
医
療
費
は

全
道
平
均
の
１
・
18
倍

関
係
機
関
の
取
り
組
み
に
よ
り

受
診
率
は
着
実
に
向
上

結
果
説
明
会
に
参
加
し
て

こ
れ
か
ら
の
生
活
に
生
か
そ
う

特
定
保
健
指
導
で

か
ら
だ
チ
ェ
ン
ジ

■お問い合わせは　市民課 ☎ 42-1805 まで

特定健診で調べること
・診察、問診
・腹囲、身体計測
・血液検査、血圧測定
・尿検査
・心電図（希望者のみ、別途 500 円）
○今年度から痛風などの危険性がわか
る「尿酸値」を追加しました。
○今年度も受診率向上を図るため、電
話による勧奨を実施します。

左記の検査を
500円で
受診できます

●結果説明会（成人健康・栄養相談）
場　　所 実施日 時　間

保健福祉センター
は ー と ふ る

 7月28日㈪［実施済］ 10：00
〜16：0011月26日㈬

 3月24日㈫
 ●一般健康・栄養相談

場　　所 実施日 時　間

寿 児 童 セ ン タ ー 9月18日㈭

10：00〜11：303月11日㈬
春 日 児 童 セ ン タ ー 10月  2日㈭
潮 静 児 童 セ ン タ ー 11月  4日㈫

幌糠コミュニティセンター 11月27日㈭ 13：00〜15：003月26日㈭
沖 見 児 童 セ ン タ ー 12月  2日㈫

10：00〜11：30住 之 江 児 童 セ ン タ ー 1月29日㈭

千 鳥 児 童 セ ン タ ー 8月26日㈫
2月17日㈫

●運動教室ではこんな運動を　　
　しています

特定健診を受診して
健康づくりに役立てよう

留萌市国民健康保険、後期高齢者医療保険加入者の皆さんへ

運
動
教
室
に
参
加
し
た

皆
さ
ん
の
声
か
ら

■
毎
月
１
回
、
運
動
教
室
で
運
動
と
計

測
を
行
う
と
、
自
然
に
気
持
ち
が
引

き
締
ま
り
、
食
べ
過
ぎ
を
防
げ
ま
し

た
。

■
自
分
自
身
の
健
康
状
態
を
振
り
返
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
糖
尿
病
予
備

群
な
の
で
、
今
後
も
運
動
教
室
に
参

加
し
て
気
を
付
け
た
い
で
す
。

■
運
動
教
室
へ
の
参
加
は
、
運
動
や
減

塩
な
ど
、
健
康
管
理
に
取
り
組
む

き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

■
計
測
し
た
数
字
が
出
る
の
で
、
日
ご

ろ
の
生
活
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
保
健
師
や
栄
養
士
に
い
ろ

い
ろ
相
談
を
し
な
が
ら
取
り
組
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

■
普
段
の
食
事
や
運
動
に
気
を
付
け
る

こ
と
で
、
健
康
へ
の
気
配
り
の
意
識

が
高
ま
り
ま
し
た
。

ウオーキング、パークゴルフ、
ストレッチ、コーディネー
ショントレーニングなど
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■お問い合わせは　政策調整課 ☎ 42-1809 まで

■性別について

■年代別の構成割合について ■居住歴について
0% 20% 40% 60% 80% 100%

10代0.9%（3人）

20代
6.8%

（22人）
30代

14.6%
（47人）

50代
17.0%

（55人）

70代以上
23.8%

（77人） 10～20年未満
8.7%（28人）

生まれてから
ずっと
27.6%（89人）

20代
6.8%

（22人）
30代

14.6%
（47人）

40代
15.8%

（51人）
50代

17.0%
（55人）

60代
19.2%

（62人）

70代以上
23.8%

（77人）

無回答1.9%（6人）

5年未満
 10.8%

（35人）

5～10年未満
6.8%（22人）

10～20年未満
8.7%（28人）

20年以上 
40.2%

（130人）

生まれてから
ずっと
27.6%（89人）

無回答 5.9%（19人）

男性 39.6%
（128人）

女性 57.9%
（187人）

無回答 2.5%（8人）

　

市
は
、
平
成
19
年
４
月
か
ら
「
誇
り
と

満
足
を
目
指
す　

み
な
と
ま
ち
留
萌
」
を

テ
ー
マ
に
、
第
５
次
留
萌
市
総
合
計
画
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に

取
り
組
み
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
後
期
５

カ
年
の
計
画
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
で
は
市
役
所

の
仕
事
が
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
ど

の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
の
か
を
判
断

し
、
こ
れ
か
ら
の
仕
事
の
内
容
を
見
直
す

た
め
に
、
毎
年
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
度
の
調
査
も
、
満
足
度
と
意
識
調

査
を
一
体
化
し
た
調
査
票
様
式
に
よ
り
、

昨
年
度
の
設
問
項
目
を
基
本
に
実
施
し
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
あ
な

た
は
、
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す

か
？
」
が
、
昨
年
度
と
比
べ
２
・
３
Ｐ
減

の
85
・
６
％
で
し
た
が
、
昨
年
度
と
同
様
、

最
も
満
足
度
が
高
か
っ
た
項
目
で
し
た
。

　

ま
た
、「
あ
な
た
は
、
市
役
所
が
行
う

健
康
維
持
や
増
進
の
た
め
の
取
り
組
み
に

満
足
し
て
い
ま
す
か
？
」
が
11
・
８
Ｐ
増

の
39
・
６
％
で
10
位
に
入
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
健
康
へ
の
意
識
が
定
着
し
て
き
た

も
の
と
思
わ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
不
満
や
心
配
を
感
じ
て
い
る

割
合
が
高
か
っ
た
項
目
は
、
91
・
７
％
の

「
あ
な
た
は
、
マ
チ
の
中
心
部
に
に
ぎ
わ

い
が
あ
り
、
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
機
能
が
充

実
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
？
」、
86
・

７
％
の
「
あ
な
た
は
、
留
萌
の
商
店
街
に

魅
力
を
感
じ
ま
す
か
？
」、85
・
０
％
の「
あ

な
た
は
、
老
後
の
暮
ら
し
に
不
安
や
心
配

を
感
じ
ま
す
か
？
」
と
な
り
、
昨
年
度
と

順
位
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
人
口
の
減
少
が
続
き
マ
チ
の

活
気
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
へ
の
心
配
、
大

型
店
の
進
出
な
ど
に
よ
る
商
店
街
の
空
洞

化
や
購
買
力
の
低
下
、
そ
し
て
社
会
福
祉

制
度
に
対
す
る
不
安
か
ら
将
来
の
生
活
設

計
が
描
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
反

映
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

今年度
の順位

昨年度
の順位 調　査　項　目 今年度の

数値（％）
昨年度の
数値（％）

1 1 あなたは、健康管理に気をつけていますか？ 85.6% 87.9%

2 4 留萌は、ごみを減らしリサイクルに努めているマチだと思
いますか？

75.4% 68.1%

3 2 あなたは、留萌の文化･歴史を大切にしたいと思いますか？ 71.7% 73.5%

4 3 留萌は、海や山など自然と調和がとれたマチだと思いますか？ 67.9% 69.6%

5 5 あなたは、地元産品であることを意識して買い物をしてい
ますか？

58.3% 62.6%

6 6 留萌の広報誌は、読みやすくわかりやすいと思いますか？ 57.2% 56.4%

7 7 あなたは、税や使用料などの市民負担について、理解して
いますか？

48.2% 52.1%

8 8 あなたは、留萌のまちなみ（景観・景色・眺め）はすばら
しいと思いますか？

47.9% 49.2%

9 9 あなたは、留萌市役所や職員を信頼していますか？ 41.8% 38.1%

10 17 あなたは、市役所が行う健康維持や増進のための取り組み
に満足していますか？

39.6% 27.8%

市民の満足度アンケート（上位10項目）

●あなたは、市役所が行う健康維持や増進のた
めの取り組みに満足していますか？

39.6%（昨年度比 11.8Ｐ増）
●留萌は、充実した幼児教育が受けられるマチ
だと思いますか？

25.1%（昨年度比 9.6Ｐ増）
●留萌の生活道路は、日常を生活するうえで必
要最小限の除雪がされていると思いますか？

35.9%（昨年度比 9.1Ｐ増）

●あなたは、マチの中心部ににぎわいがあり、商
業・サービス機能が充実していると思いますか？

91.7%（昨年度比 1.7Ｐ増）
●あなたは、留萌の商店街に魅力を感じますか？

86.7%（昨年度比 1.3Ｐ減）

●あなたは、老後の暮らしに不安や心配を感じ
ますか？

85.0%（昨年度比 2.5Ｐ増）

昨年度より満足度が上がった上位３項目 不満である割合が高かった上位３項目
回 答 者 の 属 性

平成26年度 市民アンケート

■調査対象　満16歳以上の市民1,000人
　　　　　　（住民基本台帳より無作為抽出）
■調査期間　平成26年５月９日〜23日
■調査方法　郵送による配布および回収
■調査内容　市民の満足度調査� 51問
　　　　　　市の仕事の優先度調査� 76問
■回収件数　323件
■回 収 率　32.3％
　性別の構成は、昨年度に比べ男性が1.9
ポイント（以下P）減の39.6％、女性が2.5P
増の57.9％（無回答2.5％）となっています。
　年代別の構成は、30代、40代、50代、
70代以上がそれぞれ増加し、10代、20代、
60代がそれぞれ減少しています。
　特に40代は3.1P増、70代以上は3.7P増
となっており、前回と比較して大きく変動
しています。

各
施
策
の
成
果
を
判
断

高
い
健
康
へ
の
意
識

4
ふるさと「留萌」への想いをお聞きしました

平成26年度

　市民の皆さんから寄せられた
貴重なご意見は、笑顔でイキイ
キと、活力あふれるマチづくり
のために反映させていきます市民アンケート
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「
留
萌
の
マ
チ
づ
く
り
や
将
来
に
つ

い
て
の
ご
意
見
」
か
ら
（
一
部
抜
粋
）

回
答
数
３
２
３
件
中
記
述
１
２
２
件

■
初
め
は
、
ご
み
袋
が
高
い
と
感
じ

ま
し
た
が
、
リ
サ
イ
ク
ル
意
識
が

で
て
き
て
、
地
域
環
境
に
対
す
る

考
え
が
変
わ
り
ま
し
た
。
出
産
を

控
え
て
い
る
の
で
、
子
育
て
支
援

に
対
す
る
事
業
が
盛
ん
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
子

育
て
し
な
が
ら
働
け
る
環
境
づ
く

り
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

■
子
ど
も
が
遊
べ
る
、
き
れ
い
で
安

全
安
心
な
公
園
を
望
み
ま
す
。

■
商
店
街
の
元
気
の
無
さ
に
が
っ
か

り
し
ま
し
た
。
将
来
が
と
て
も
不

安
で
す
。

■
年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
、
薬
を

飲
み
な
が
ら
健
康
に
注
意
し
て
い

ま
す
が
、
高
齢
化
社
会
に
な
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
な
が
ら
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
老
人
に
や
さ
し
い

マ
チ
づ
く
り
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
金
は
引
か
れ
る
も
の
が
多
い
た

め
、
手
取
り
が
少
な
く
不
安
が
多

い
こ
の
頃
で
す
。

■
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
遊
べ
る
公

園
の
整
備
、
温
水
プ
ー
ル
ぷ
る
も

の
通
年
利
用
を
期
待
し
ま
す
。

今年度
の順位

昨年度
の順位 大まかな市の仕事 細かな市の仕事 今年度の

数値（％）
昨年度の
数値（％）

1 1 市民生活の基盤づくり 効率的な除排雪 53.6% 60.1%

1 2 都市機能の充実 にぎわいのある中心市街地の再生 53.6% 55.4%

3 3 安心できる地域医療の充実 信頼される医療サービスの提供 52.3% 53.9%

4 5 地域産業の育成と支援 雇用・労働の確保 44.6% 47.4%

5 6 安心できる地域医療の充実 地域医療の充実 44.0% 44.0%

6 7 地域産業の育成と支援 魅力ある商店街の再生 42.1% 42.7%

7 9 地域福祉の充実 高齢者福祉の充実 41.5% 41.5%

8 14 魅力の再発見と創造 新たな観光・イベントの創造 40.9% 38.7%

9 7 自然環境の保護と緑の整備 公園・緑地の管理 39.9% 42.7%

10 18 子どもの育成と支援 子育て支援 39.6% 35.0%

市の仕事の優先度ランキング（上位10項目）

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
満
足
度
調
査

と
と
も
に
、
市
の
仕
事
を
細
か
く
76
種
類

に
分
け
、
優
先
す
る
と
思
う
仕
事
を
選
択

す
る
「
市
の
仕
事
の
優
先
度
調
査
」
も
行

い
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
最
も
優
先

度
が
高
か
っ
た
市
の
仕
事
は
53
・
６
％
で

昨
年
度
も
１
位
だ
っ
た
「
効
率
的
な
除
排

雪
」、
昨
年
度
２
位
だ
っ
た
「
に
ぎ
わ
い

の
あ
る
中
心
市
街
地
の
再
生
」
で
し
た
。

　

ま
た
、
42
・
１
％
で
「
魅
力
あ
る
商
店

街
の
再
生
」
が
６
位
、
40
・
９
％
で
「
新

た
な
観
光
・
イ
ベ
ン
ト
の
創
造
」
が
８
位

と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
マ
チ
の
活
性
化
を
強
く
望
む

姿
が
表
れ
て
い
ま
す
。

　
「
信
頼
さ
れ
る
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
」

が
３
位
、「
地
域
医
療
の
充
実
」
が
５
位
、

「
高
齢
者
福
祉
の
充
実
」
が
７
位
、「
子
育

て
支
援
」
が
10
位
と
な
り
、
医
療
や
福
祉

に
関
す
る
市
の
仕
事
が
、
高
い
優
先
度
に

選
ば
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
は
、

市
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w

.
e-rum

oi.jp/

）
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

上
位
３
項
目
は
昨
年
度
と

変
わ
ら
ず

今年のテーマは「輝く留萌挑戦物語」
　市は、昨年度「留萌まるごと体験・体感物語」をテーマに市民の皆さんの協力をいただきながら、想
いを一つにしてさまざまな取り組みを進めてきました。
　今年度は「輝く留萌挑戦物語」をテーマに新しい力で挑戦する留萌を目指し、①新たな戦略による地
域経済の活性化 ②自然とともに生きる健康市民の構築 ③マチの安心安全と賑わいの創出 ④健やかな子
どもを育む未来への約束 ⑤留萌港利活用に向けた魅力発信の５点を市政運営の重点的な取り組みに位
置付けました。
　今回の市民アンケートの中にも、市政運営の重点的な取り組みに関する設問があり、市は、未来に向
けた新しい挑戦をより推し進め、さらなる市民満足度の向上につながるよう取り組んでいきます。

①新たな戦略による地域経済の活性化
【設問項目】あなたは、市役所が地域の産業を育成し支援し

ていると思いますか？
　　　　　　思う………32.2％（昨年度比 3.4P 増）
【設問項目】あなたは、地元産品であることを意識して買い

物をしていますか？
　　　　　　している…58.3％（昨年度比 4.3P 減）

②自然とともに生きる健康市民の構築
【設問項目】あなたは、市役所が行う健康維持や増進のため

の取り組みに満足していますか？
　　　　　　満足………39.6％（昨年度比 11.8P 増）
【設問項目】あなたは、高度な医療を提供する中核病院（市

立病院）があることに満足していますか？
　　　　　　満足………33.5％（昨年度比 3.4P 減）

③マチの安心安全と賑わいの創出
【設問項目】留萌は、火災や事故などに備えがあり、安心で

きるマチだと思いますか？
　　　　　　思う………31.4％（昨年度比 0.4P 増）
【設問項目】あなたは、留萌の商店街に魅力を感じますか？
　　　　　　感じる……４．１％（昨年度比 0.1P 増）

④健やかな子どもを育む未来への約束
【設問項目】留萌は、地域ぐるみで子どもを育成し、支援し

ているマチだと思いますか？
　　　　　　思う………29.5％（昨年度比 3.8P 増）
【設問項目】留萌は、子育てしやすいマチだと感じますか？
　　　　　　感じる……19.5％（昨年度比 3.7P 増）

⑤留萌港利活用に向けた魅力発信
【設問項目】留萌は、港を生かしたマチづくりが進められて

いると思いますか？
　　　　　　思う………19.4％（昨年度比 2.0P 増）
【設問項目】あなたは、留萌港に魅力や親しみを感じますか？
　　　　　　感じる……18.6％（昨年度比 2.3P 減）

▲オール留萌産で製造するてぎり干し大根

▲地域医療の中核を担う市立病院

▲防災意識向上のために毎年実施する防災訓練

▲地域ぐるみで子育てを支援するワイワイ賑わい子ども広場

▲留萌の発展のシンボル留萌港
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P14〜15	 特集 議会活性化の取り組み

P16〜18	 第２回定例会一般質問項目ほか

P19	 議会活性化推進特別委員会から

	 の報告 ほか

P20	 留萌市議会議員出欠状況

P21	 各常任委員会からの報告

	 こんなことが決まりました　

議会活性化の取り組み特集

　議会活性化推進特別委員会は、昨年度、本会議における一般質問の録音放送の実施について、
市民の皆さんにまちなかアンケートを行いました。その結果を踏まえ、エフエムもえるによる一
般質問の録音放送を開始したところ、放送時間や質問時間などについて、多くのご意見をいただ
きました。そこで昨年に続き、市民の皆さんに平成26年度の放送について、まちなかアンケート
を行いました。
　質問項目のみならず、多くのご意見をいただきましたので、抜粋ではありますが市民の皆さん
の声として掲載いたします。

　アンケートの結果として、「現状でよい」
というご意見が 60％を超え、昨年に引き続
き、夜間の放送となりました。
　アンケートに寄せられた声の中には、「ラ
ジオ放送は良いことだと思う」「短く編集し
てほしい」「エフエムもえるを聞く人を増や
したほうがよい」「ラジオ放送はやめたほう
がよい」などの声がありました。
　また、聞きやすい放送時間についての質問
では、「平日日中」の放送を希望される方が
43％、「週末」の放送を希望の方が 31％と、
放送日程を大きく変えるには決めかねる結果
となりました。
　議会活性化の推進の一環としての放送がこ
れだけで良いのか、という議論が議会内にも
あることから、今後も市民の皆さんのご意見
をいただきながら取り組んでいきます。

【ラジオについて】
●ラジオ放送を続けた方が良いという声
・放送を楽しみにしている人もいるだろうから、続

けた方が良いのではないか。
・エフエムもえるでの議会放送は続けてほしい。た

まに聞くとほっとする。
●放送時間の変更・編集を望む声
・長いので検討するべきだ。
・前もって質問しているのだから、もっと放送時間

を短くしてほしい。
・昼間は他局のラジオ、夜はテレビを見ている。平
日日中が聞きやすい。
●ラジオ放送はやめた方が良い・関心が無いという声
・放送は知っているが、聞く時間が無い。
・ラジオ放送はやめた方が良い。
【ラジオ以外の要望など】	
●議会への要望

・ユーストリーム動画などを取り入れてはどうか。
「聞く人が少ないから意味が無い」のではなく、
市民の意見を生かして、より多くの人に知っても
らえるように取り組んでほしい。
・一般質問のテーマがほかの議員とダブっているこ

とが多い。勉強不足ではないのか。町内会を回っ
て現状を勉強してほしい。
●市への要望・意見
・福祉にかかる費用を安くしてほしい。
・商店街はシャッターが閉まり留萌のマチは暗くな

りつつある。みんなで明るいマチにしたいと思っ
ている。
・障がい者の自立支援にもっと取り組んでほしい。
●その他
・要望を出しても無理だと思う。関心が無いので広

報もあまり読んでいない。
・新聞で議会の情報を確認している。

　今回のアンケート結果については、今後の活動の参考にさせていただきます。貴重なご意見とアンケー
トにご協力いただきましたことを感謝いたします。

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日日中
28人（43％）

無回答
17人（26％）

週末（日曜日）
20人（31％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

聞いたことがある
65人（21％）

聞いたことがない
244人（79％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現状で良い
40人（62％）

別な時間が良い
20人（31％）

無回答5人（7％）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現状で良い
30人（46％）

無回答
9人（14％）

長い
26人（40％）

短い0人（0％）

・質問１　一般質問の放送をエフエムもえるで聞いたことがありますか？

・質問２　一般質問開催日の夜間の放送について

・質問３　聞きやすい放送の日程について

・質問４　放送時間の長さについて

【聞いたことがあると回答した方（65人）へ】

留萌市議会・ラジオ放送のアンケート結果

アンケートに寄せられた自由回答から市民の皆さんの声をご紹介します（一部抜粋）
まちなかアンケート調査
■調査期間　４月23日㈬～26日㈯
■調査場所　Ａコープるもいルピナス、チューオー本店、
　　　　　　コープさっぽろ留萌店、ホーマック留萌店
■質問項目
　・質問１　一般質問の放送をエフエムもえるで聞い
　　　　　　たことがありますか？
　　　　　　【聞いたことがあると回答した方へ】
　・質問２　一般質問開催日の夜間の放送について
　・質問３　聞きやすい放送の日程について
　・質問４　放送時間の長さについて
　上記の質問項目について、10代以上の309人の皆さ
んにアンケートを取らせていただきました。
■回答者の属性
　性別　男性 131人、女性 178人
　年代　10代 3人、20～30代 22人
　　　　40～50代 94人、60代以上 190人
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平
成
26
年  

第
２
回
定
例
会

一
、
攻
め
の
農
林
水
産
業

二
、
成
長
産
業
と
し
て
の
観
光
産
業

問
一 

高
橋
市
長
が
所
信
表
明
で

掲
げ
た
営
業
す
る
市
役
所
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
解
決
の
た
め
に
市

役
所
が
行
動
す
る
、
そ
し
て
地
産

外
商
を
進
め
る
こ
と
が
留
萌
経
済

の
発
展
に
つ
な
が
る
と
し
て
い
る

が
、
農
商
工
連
携
や
六
次
産
業
の

推
進
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
進

め
る
う
え
で
留
萌
市
と
し
て
の
役

割
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
伺
い
た
い
。

答
一 

留
萌
市
は
海
と
山
に
囲
ま

れ
、
少
量
多
品
目
で
あ
る
が
一
次

産
品
が
豊
か
な
マ
チ
で
あ
る
。
今

ま
で
は
留
萌
で
生
産
さ
れ
た
物
産

を
、
そ
の
土
地
で
消
費
す
る
地
産

地
消
を
進
め
て
き
た
が
、
こ
れ
か

ら
は
地
域
を
飛
び
越
え
、
首
都
圏

な
ど
の
大
消
費
地
や
海
外
で
物
産

が
消
費
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し
、

薬
品
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
は
、

平
成
三
十
年
度
中
に
六
十
％
に
到

達
さ
せ
る
と
い
う
厚
労
省
の
目
標

に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

　

短
期
保
険
証
に
つ
い
て
は
、
納

税
相
談
に
応
じ
ら
れ
な
い
人
に
つ

い
て
は
、
窓
口
に
保
管
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
今
後
、
個
々
の
生
活
実

態
を
確
認
し
な
が
ら
、
き
め
細
か

な
対
応
に
努
め
た
い
。

一
、
今
後
の
地
域
経
済
の
活
性
化

に
向
け
て

二
、
こ
れ
か
ら
の
地
域
公
共
交
通

に
つ
い
て

問
一 

経
済
を
発
展
さ
せ
る
た
め

に
は
若
年
層
の
確
保
が
重
要
な
問

題
だ
。
多
く
の
市
町
村
が
抱
え
る

人
口
減
少
と
い
う
大
き
な
問
題
の

共
通
点
と
し
て
、
若
い
世
代
の
人

口
流
出
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
地
域
経
済
を
支
え
て
い
く
の
は

今
後
数
十
年
に
わ
た
り
、
納
税
し

て
い
く
二
十
代
か
ら
四
十
代
の
子

育
て
世
代
で
あ
る
。
こ
の
世
代
が

留
萌
市
か
ら
流
出
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
の
施
策
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
一 

若
年
層
の
流
出
に
つ
い

て
、
留
萌
市
で
は
定
住
促
進
な
ど

を
目
的
と
し
た
緊
急
雇
用
対
策
事

業
、
未
就
労
者
、
未
就
職
の
人
た

留
萌
観
光
協
会
を
は
じ
め
、
関
係

団
体
・
企
業
と
の
連
携
に
よ
り
留

萌
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た

い
。
風
土
工
房
こ
さ
え
ー
る
に
設

置
し
た
乾
燥
機
を
使
っ
た
切
干
大

根
が
好
評
の
た
め
、
旧
幌
糠
中
学

校
に
製
造
ラ
イ
ン
を
整
備
し
、
実

証
試
験
を
進
め
、
安
定
し
た
生
産

体
制
の
構
築
と
新
た
な
商
品
開
発

に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
い
、二
、

三
年
後
を
目
途
に
、
独
立
し
た
事

業
体
を
起
ち
上
げ
、
事
業
化
を
目

指
し
て
い
き
た
い
。

　

適
齢
を
迎
え
た
間
伐
材
が
今
後

三
年
間
で
約
九
万
本
の
原
木
と
し

ち
を
支
援
す
る
新
規
卒
業
者
就
職

支
援
事
業
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
国

の
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
雇
用
の

場
を
創
出
す
る
事
業
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

問
二 

日
東
団
地
線
の
運
行
に
よ

り
、
気
軽
に
病
院
や
買
い
物
に
行

け
な
か
っ
た
多
く
の
市
民
の
足
と

な
る
こ
と
が
で
き
た
。
し
か
し
留

萌
市
に
お
け
る
公
共
交
通
空
白
地

域
は
ま
だ
あ
り
、
全
て
の
地
域
を

カ
バ
ー
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
先

の
五
年
後
、
十
年
後
の
こ
と
を
考

え
る
と
、
今
は
元
気
に
自
分
で
車

を
運
転
し
て
い
る
方
も
、
年
齢
を

重
ね
運
転
が
困
難
に
な
り
、
今
以

上
に
多
く
の
交
通
弱
者
が
増
え
る

可
能
性
が
高
い
た
め
、
高
齢
者
の

多
く
は
公
共
交
通
に
対
し
、
よ
り

利
便
性
を
求
め
る
よ
う
に
な
る
。

　
こ
れ
か
ら
よ
り
一
層
市
民
の
皆

さ
ん
と
意
見
を
交
換
し
て
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
、
留
萌
市
に

住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か

ら
も
住
み
続
け
た
い
と
思
え
る
人

た
ち
を
増
や
す
こ
と
が
必
要
だ
。

　
今
後
、
家
の
前
ま
で
迎
え
に
来

る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
を
導
入
す
る
考

え
が
あ
る
か
聞
き
た
い
。

答
二 

日
東
団
地
線
は
、
平
成

二
十
三
年
十
月
か
ら
沿
岸
バ
ス
に

よ
り
本
格
運
行
し
て
い
る
。
公
共

交
通
空
白
地
域
に
つ
い
て
は
元
町
、

春
日
町
、
泉
町
、
千
鳥
町
方
面
と

し
て
い
る
が
、
実
証
運
行
の
結
果

を
受
け
、
現
状
で
は
本
格
運
行
に

必
要
な
利
用
が
見
込
め
な
い
と
判

断
し
た
。
デ
マ
ン
ド
交
通
の
導
入

に
は
運
行
方
式
や
運
行
ダ
イ
ヤ
、

シ
ス
テ
ム
導
入
の
有
無
な
ど
の
点

か
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
で
導
入
す

る
こ
と
が
効
果
的
な
の
か
十
分
な

研
究
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

一
、
人
口
減
少
傾
向
に
つ
い
て

二
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業

に
つ
い
て

問
一 

昨
年
三
月
、
国
立
社
会
保

障
人
口
問
題
研
究
所
が
公
表
し
た

日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
の

中
に
、
七
年
後
に
は
留
萌
市
の

人
口
が
二
万
人
を
割
る
と
い
う

て
発
生
す
る
予
定
で
あ
り
、
留
萌

港
の
原
木
の
輸
出
を
推
進
し
な
が

ら
、
木
材
流
通
や
有
効
な
利
活
用

の
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問
二 

定
住
人
口
が
減
少
傾
向
に

あ
る
地
方
で
は
、
観
光
客
や
二
地

域
居
住
者
と
い
っ
た
交
流
人
口
を

拡
大
さ
せ
る
こ
と
で
、
人
口
減
少

の
影
響
を
緩
和
し
、
地
域
の
活
力

を
取
り
戻
そ
う
と
す
る
動
き
が
広

が
っ
て
い
る
。
交
流
人
口
拡
大
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
伺
い

た
い
。

答
二 

昨
年
度
、
北
海
道
移
住
促

進
協
議
会
に
加
盟
し
た
が
、
ま
だ

具
体
的
な
取
り
組
み
は
行
っ
て
い

な
い
。
今
回
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
モ

デ
ル
事
業
を
実
施
し
、
将
来
に
向

け
た
合
宿
誘
致
の
可
能
性
を
研
究

し
、
二
地
域
移
住
な
ど
に
つ
い
て

は
、
情
報
収
集
や
研
究
を
進
め
、

留
萌
地
域
の
食
な
ど
の
地
域
資
源

を
活
用
し
た
体
験
観
光
な
ど
に
よ

り
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
た

い
。
ま
た
、
あ
さ
ひ
か
わ
観
光
誘

致
宣
伝
協
議
会
に
新
規
加
盟
し
た

こ
と
に
よ
り
、
外
国
人
観
光
客
誘

致
に
向
け
た
事
業
の
検
討
を
し
て

い
る
。

一
、
地
域
経
済
の
循
環
と
活
性
化

シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
数
値
が
示
さ
れ

た
。
人
口
減
少
が
い
よ
い
よ
本
格

化
し
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
現
状

と
課
題
に
つ
い
て
し
っ
か
り
と
し

た
分
析
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
う

え
で
、
今
後
は
ど
の
よ
う
な
具
体

的
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
く
の
か

伺
い
た
い
。

答
一 

人
口
は
昭
和
四
十
二
年
の

四
万
二
千
四
百
六
十
九
人
を
ピ
ー

ク
に
毎
年
減
少
し
、
過
去
十
年
の

状
況
は
毎
年
約
四
百
人
か
ら
五
百

人
ず
つ
、
ほ
ぼ
一
定
し
て
減
っ
て

い
る
。人
口
の
減
少
と
比
較
し
て
、

世
帯
数
の
減
少
が
穏
や
か
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
今
後
も
人
口

減
少
の
現
状
を
把
握
し
な
が
ら
、

地
域
の
自
立
を
図
る
た
め
、
人
口

の
定
着
と
雇
用
の
増
加
を
図
る
施

策
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

問
二 

環
境
に
対
す
る
意
識
の
高

ま
り
や
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る

環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
を
き
っ
か

け
に
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

へ
の
注
目
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る

が
、
事
業
推
進
に
お
け
る
自
治
体

の
役
割
は
何
な
の
か
、
ま
た
、
風

力
、
太
陽
光
、
地
熱
、
小
水
力
、

バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
事
業
が
再
確
認
さ
れ
、

そ
の
事
業
が
地
域
経
済
の
活
性
化

に
資
す
る
こ
と
か
ら
、
留
萌
市
と

し
て
、
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
伺

に
つ
い
て

二
、
国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

問
一 

こ
の
ほ
ど
、
留
萌
管
内
で

伐
り
出
さ
れ
た
ト
ド
マ
ツ
が
中

国
・
韓
国
に
向
け
初
め
て
輸
出
さ

れ
た
。
輸
出
先
で
の
利
用
目
的
と

今
後
の
見
通
し
を
伺
い
た
い
。

　
さ
ら
に
、
地
域
の
木
材
の
地
元

で
の
利
活
用
を
進
め
、
域
内
で
の

経
済
循
環
を
促
進
す
る
た
め
の
助

成
制
度
創
設
や
地
域
の
木
材
利
活

用
を
話
し
合
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
く
こ
と
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答
一 

中
国
に
輸
出
し
た
の
は

ト
ド
マ
ツ
で
、
林
齢
は
不
明
だ
が

材
長
三
・
六
五
メ
ー
ト
ル
、
径
が

十
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
の
Ｃ

材
（
パ
ル
プ
用
材
）
で
、
古
丹
別

産
三
割
と
他
道
内
産
合
わ
せ
て

二
千
二
百
五
十
立
方
メ
ー
ト
ル
。

　

用
途
の
七
、八
割
は
リ
フ
ト
用

パ
レ
ッ
ト
材
で
あ
り
、
今
後
も
輸

出
を
予
定
し
て
い
る
。
韓
国
に
輸

出
し
た
の
は
林
齢
三
十
六
か
ら

五
十
七
年
生
、材
長
三
・
六
五
メ
ー

ト
ル
、
径
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

以
上
、
А
材
（
一
般
材
）
と
В
材

（
合
板
用
な
ど
）
の
混
材
。

　

主
に
型
枠
用
桟
木
（
さ
ん
ぎ
）

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
集
成

材
・
合
板
材
料
と
し
て
の
活
用
も

視
野
に
、
現
状
と
し
て
は
輸
出
を

考
え
て
い
き
た
い
。

い
た
い
。

答
二 

国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
を

的
確
に
見
極
め
、
留
萌
市
が
持
っ

て
い
る
自
然
資
源
を
地
域
資
源
と

し
て
捉
え
、
留
萌
市
の
活
性
化
に

最
も
効
果
的
な
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
何
で
あ
る
の
か
、
積
極
的

に
情
報
を
収
集
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
と
考
え
て
い
る
。
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
し
っ
か
り
と
見
極

め
る
た
め
の
段
階
と
考
え
て
い
る
。

一
、
公
共
施
設
の
安
全
管
理
と
整

備
計
画

二
、
学
校
給
食
に
つ
い
て

問
一 

公
共
施
設
の
老
朽
化
現
況

調
査
は
行
っ
て
い
る
の
か
。
公
共

施
設
の
総
合
管
理
計
画
策
定
が

必
要
で
あ
る
。
各
施
設
の
安
全

チ
ェ
ッ
ク
と
修
繕
や
更
新
の
判
断

　
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
」
に
つ

い
て
は
、
林
産
業
の
新
た
な
振
興

に
向
け
、
地
域
の
皆
さ
ん
や
企
業

の
皆
さ
ん
と
共
有
を
図
る
た
め
、

留
萌
振
興
局
と
も
連
携
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

問
二 

国
民
健
康
保
険
の
医
療
費

を
引
き
下
げ
る
た
め
、
国
保
加
入

者
の
健
康
増
進
を
第
一
に
、
特
定

健
診
受
診
率
・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
利
用
率
向
上
を
目
指
し
、

数
値
目
標
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
国
民
健
康
保

険
税
未
納
を
理
由
に
発
行
し
て
い

る
「
短
期
保
険
証
」
を
、「
納
税

相
談
に
来
る
の
を
待
つ
」と
し
て
、

市
役
所
の
窓
口
に
止
め
置
く
状
態

を
改
善
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答
二 

特
定
健
診
の
受
診
率
向
上

に
向
け
て
は
、
元
看
護
師
の
直
接

的
指
導
の
力
も
借
り
、
引
き
続
き

努
力
し
た
い
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

燕
　
　
昌
克
　
議
員

（
萌
政
会
）

坂
本
　
　
茂
　
議
員

（
無
会
派
）

野
崎
　
良
夫
　
議
員

（
無
会
派
）

村
山
ゆ
か
り
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

川
口
　
宏
和
　
議
員

（
萌
芽
ク
ラ
ブ
）

▲製造ラインを整備する旧幌糠中学校

▲留萌港に堆積された原木

▲日東団地を走るコミュニティバス

▲注目が高まる再生可能エネルギー
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議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会
か
ら
の
報
告

基
準
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
伺
い

た
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
床
板
の

整
備
が
急
が
れ
る
。
建
設
か
ら

四
十
年
以
上
経
過
し
て
い
る
留
萌

市
中
央
公
民
館
と
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
建
て
替
え
も
視
野
に
入
れ

た
整
備
方
針
を
伺
い
た
い
。

答
一 

留
萌
市
の
公
共
施
設

五
百
五
十
五
施
設
は
、
全
て
台
帳

管
理
し
て
い
る
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
り
五
十
平
方
メ
ー
ト
ル

以
上
の
三
十
七
個
所
の
現
地
調
査

を
行
っ
て
い
る
。
北
海
道
の
「
建

築
物
保
全
支
援
ツ
ー
ル
」
を
参
考

に
、
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
策

定
に
向
け
取
り
組
み
を
行
う
。

　

施
設
の
保
守
管
理
の
手
引
と
建

築
物
等
保
全
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
た
。
施
設
管
理
者
へ
周
知
す
る

た
め
の
勉
強
会
を
実
施
し
た
い
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
整
備

は
、
大
体
育
館
床
面
の
改
修
に
つ

い
て
、
部
分
改
修
か
研
磨
改
修
に

す
る
か
方
法
を
早
急
に
決
定
し
、

早
期
着
工
に
努
め
た
い
。

　

体
育
・
文
化
施
設
の
中
・
長
期

的
な
整
備
計
画
は
、
建
て
替
え
も

視
野
に
入
れ
て
協
議
検
討
を
進

め
、
各
種
団
体
な
ど
と
意
見
交
換

を
行
い
な
が
ら
、
早
い
時
期
に
作

成
し
た
い
。

問
二 

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産

地
消
率
を
聞
き
た
い
。
給
食
セ
ン

タ
ー
調
理
室
内
の
衛
生
管
理
と
環

境
整
備
に
つ
い
て
改
善
計
画
を
伺

い
た
い
。
調
理
機
器
の
入
れ
替
え

と
民
間
委
託
の
方
針
に
つ
い
て
、

総
合
的
な
判
断
を
示
し
て
ほ
し

い
。

答
二 

学
校
給
食
の
年
間
総
材
料

費
に
占
め
る
留
萌
管
内
産
の
地
元

食
材
購
入
割
合
は
四
十
一
％
。
今

年
度
設
置
し
た
「
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
運
営
委
員
会
」
の
意
見
を
い

た
だ
き
、
食
育
の
推
進
と
と
も
に

地
元
食
材
の
活
用
を
図
っ
て
い
き

た
い
。

　

手
洗
い
場
の
増
設
や
専
用
容
器

の
不
足
な
ど
道
教
委
か
ら
指
導
・

助
言
さ
れ
た
内
容
を
今
年
度
策
定

予
定
の
設
備
更
新
計
画
に
反
映
さ

せ
、計
画
的
に
改
善
を
図
り
た
い
。

　

調
理
室
内
の
労
働
環
境
の
改
善

も
図
る
た
め
、
財
政
当
局
と
協
議

し
て
い
く
。

　

調
理
機
器
の
入
れ
替
え
に
一
億

二
千
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
政
策

調
整
会
議
、
庁
議
を
経
て
調
理
機
器

更
新
計
画
を
策
定
す
る
。
機
器
入
れ

替
え
が
終
了
す
る
時
期
を
見
定
め
、

民
間
委
託
を
検
討
し
た
い
。

一
、
高
齢
者
福
祉
政
策
に
つ
い
て

二
、
防
災
・
減
災
対
策
に
つ
い
て

問
一 

高
齢
者
を
取
り
巻
く
課
題

に
対
し
、
第
五
期
高
齢
者
保
健
福

祉
計
画
・
介
護
保
険
計
画
の
こ
の

二
年
間
の
進
捗
状
況
と
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
・
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
取
り
組
み
を
伺
い
た

い
。

答
一 

第
五
期
高
齢
者
保
健
福
祉

計
画
・
介
護
保
険
計
画
は
お
お
む

ね
計
画
通
り
進
ん
で
い
る
。
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
介
護
予

防
事
業
と
し
て
、
基
本
チ
ェ
ッ
ク

リ
ス
ト
の
実
施
や
ピ
ン
ピ
ン
か
ら

だ
広
場
な
ど
、
包
括
支
援
事
業
で

は
、
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作

成
や
総
合
相
談
支
援
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
も
介
護
予
防

事
業
に
重
点
を
置
い
た
施
策
に
取

り
組
み
た
い
。

　

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

全
て
の
高
齢
者
を
対
象
に
要
支

援
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ
と
を

防
止
す
る
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
や
要

介
護
状
態
に
な
っ
た
場
合
で
も
、

で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
支
援
し
た
い
。

問
二 

あ
の
三
・
一
一
東
日
本
大

震
災
か
ら
三
年
三
カ
月
を
迎
え

る
。
そ
こ
で
災
害
時
に
お
け
る
留

萌
市
の
情
報
伝
達
や
防
災
行
政
無

線
の
聞
き
取
り
づ
ら
い
状
況
対
応

策
と
し
て
、
電
話
に
よ
る
「
自
動

音
声
対
応
」
に
つ
い
て
の
考
え
と

災
害
か
ら
弱
者
を
守
る
対
策
の
進

展
状
況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
二 

災
害
情
報
を
市
民
に
伝
え

る
こ
と
が
避
難
行
動
の
迅
速
化
と

市
民
の
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が

り
、
よ
り
確
実
で
迅
速
な
情
報
伝

達
に
向
け
て
、
全
国
の
取
り
組
み

状
況
を
参
考
に
研
究
し
た
い
。

　

要
援
護
者
対
策
と
し
て
今
年
度

も
モ
デ
ル
地
区
事
例
を
参
考
に
十

町
内
会
で
個
別
計
画
の
作
成
を
予

定
し
て
い
る
。

村
上
　
　
均
　
議
員

（
留
萌
公
明
党
）

▲留萌市中央公民館

▲防災行政無線

「
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、
開
か
れ
た
議
会
を
！
」
条
例
の
施
行
日
は
十
月
一
日
か
ら

留
萌
市
議
会
基
本
条
例
が
制
定

▲留萌市議会基本条例が起立採決により全会一致で可決

　

提
案
理
由
は
、
地
方
分
権
の
進

展
に
伴
い
、
地
方
自
治
体
の
自
己

決
定
権
や
、
責
任
の
範
囲
が
拡
大

す
る
な
か
、
二
元
代
表
制
の
一
翼

を
担
う
議
会
の
役
割
や
責
任
は
、

大
変
重
要
な
も
の
と
な
っ
て
き
て

お
り
、
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に

応
え
、「
市
民
に
わ
か
り
や
す
く
、

開
か
れ
た
」
そ
し
て
、「
市
民
と

と
も
に
歩
む
」
議
会
の
実
現
を
目

指
し
、
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
定

め
た
最
高
規
範
で
あ
る
「
市
民
と

の
約
束
」
と
し
て
、
こ
の
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
提
案
理
由
に
よ
り
、
六

月
十
日
、
本
会
議
に
お
い
て
起
立

採
決
に
よ
り
全
会
一
致
で
可
決
し

た
。

　

条
例
の
主
な
内
容
は
、

・
議
員
の
活
動
原
則

・
市
民
参
加

・
議
決
事
件
の
拡
大

・
政
策
の
立
案
及
び
提
言

・
予
算
の
確
保

・
政
治
倫
理

・
危
機
管
理

・
検
証
及
び
見
直
し

で
あ
る
。

　

議
会
基
本
条
例
制
定
に
併
せ
た

議
会
の
改
革
は
、「
議
会
と
市
民

の
意
見
交
換
会
の
実
施
、
新
た
な

議
会
ル
ー
ル
（
確
認
の
機
会
、
議

員
間
討
議
）
の
確
立
、
政
治
倫
理

十
項
目
の
確
認
、
議
会
の
危
機
管

理
体
制
の
確
立
（
組
織
の
設
置
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
制
定
）」そ
し
て
、「
議

会
運
営
と
例
規
の
整
理
」
を
行
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

議
会
基
本
条
例
が
制
定
さ
れ
た

こ
と
は
、
議
会
と
し
て
、
議
員
と

し
て
、
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
に
上

が
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
例
を

議
員
一
人
ひ
と
り
が
、
し
っ
か
り

と
意
義
を
確
認
し
、
日
々
の
活
動

に
臨
む
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

　

条
例
の
施
行
日
は
、
本
年
の
十

月
一
日
な
の
で
、
そ
の
日
に
向
け

て
条
例
を
、
い
か
に
市
民
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
く
の
か
も
、
重
要
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
次
の
取
り
組
み

を
進
め
る
。

①
議
会
基
本
条
例
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
説
明
資
料
を

町
内
会
、
公
共
施
設
、
諸
官
庁

な
ど
へ
の
配
布

②
市
が
主
催
す
る
町
内
会
長
会
議

で
説
明

③
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｒ

④
議
会
広
報
誌
の
活
用

⑤
地
元
新
聞
の
活
用

⑥
市
の
出
前
ト
ー
ク
に
メ
ニ
ュ
ー

を
登
録

⑦
エ
フ
エ
ム
も
え
る
の
活
用

市
民
と
の
約
束
の

最
高
規
範

条
例
制
定
に
併
せ
た
改
革

施
行
日
に
向
け
た
Ｐ
Ｒ

　

六
月
二
日
に
開
催
し
た
、
第
三
十
六
回
市
議
会
活
性
化
推
進
特
別
委
員
会
で
、
条
例
内
容
の
最
終
確
認

を
し
、
そ
の
報
告
を
六
月
三
日
の
本
会
議
で
行
っ
た
経
過
を
踏
ま
え
議
員
全
員
の
共
通
認
識
の
基
、
理
想

を
求
め
た
真
摯
な
議
論
の
成
果
品
と
し
て
、
前
文
お
よ
び
八
つ
の
章
（
全
二
十
五
条
）
の
構
成
か
ら
な
る

「
留
萌
市
議
会
基
本
条
例
」
を
提
案
す
る
に
至
っ
た
。

　

平
成
二
十
六
年
留
萌
消
防
組

合
議
会
第
一
回
臨
時
会
が
、
六

月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

始
め
に
管
理
者
で
あ
る
市
長

か
ら
行
政
報
告
が
行
わ
れ
、
そ

の
後
、
消
防
長
か
ら
「
平
成

二
十
六
年
度
留
萌
消
防
組
合
補

正
予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て
」

「
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
消

防
救
急
デ
ジ
タ
ル
無
線
機
器
整

備
工
事
）」「
北
海
道
町
村
議
会

議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て
」「
北
海

道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約

の
変
更
に
つ
い
て
」、
管
理
者

か
ら
「
留
萌
消
防
組
合
公
平
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
」

の
説
明
が
あ
り
、
全
て
の
議
案

を
可
決
・
同
意
し
た
。

　

ま
た
、
臨
時
会
開
会
前
に
開

催
さ
れ
た
全
員
協
議
会
に
お
い

て
、
消
防
庁
舎
建
設
に
係
る
進

捗
状
況
、
消
防
救
急
デ
ジ
タ
ル

無
線
整
備
に
係
る
進
捗
状
況
の

報
告
を
受
け
、
共
通
認
識
を

持
っ
た
。

　

庁
舎
の
建
設
お
よ
び
デ
ジ
タ

ル
化
は
、
留
萌
市
民
の
皆
さ
ん

の
安
心
安
全
を
守
る
常
備
消
防

の
要
と
な
る
事
柄
で
あ
り
、
今

後
も
議
会
と
し
て
対
応
し
て
い

く
。

　

留
萌
南
部
衛
生
組
合
議
会

（
留
萌
市
・
増
毛
町
・
小
平
町
）

は
平
成
二
十
六
年
五
月
十
五
日

に
、
増
毛
町
御
料
に
あ
る
最
終

処
分
場
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

昨
年
の
倒
壊
事
故
か
ら
一
年

遅
れ
の
供
用
開
始
で
あ
り
、
待

ち
か
ね
て
い
た
議
員
た
ち
は
、

維
持
管
理
業
者
と
組
合
か
ら
の

説
明
の
後
、
今
後
の
課
題
な
ど

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ
た
。

　

今
後
十
五
年
間
の
使
用
を
目

途
に
現
状
の
ご
み
搬
入
状
況

や
、
想
定
さ
れ
る
諸
問
題
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

　

施
設
内
を
見
て
回
り
、
最
初

に
目
に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は

ご
み
処
分
場
内
に
飛
び
交
う
カ

ラ
ス
の
多
さ
で
あ
っ
た
。

　

今
後
、
早
急
に
善
処
す
る
よ

う
に
求
め
た
。

　

ま
た
、
落
雪
事
故
の
対
策
と

し
て
六
月
に
工
事
が
予
定
さ
れ

て
い
る
雪
止
め
金
具
の
設
置
な

ど
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
事

務
局
に
説
明
を
求
め
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
雪
止
め

金
具
設
置
後
の
状
況
な
ど
も
注

視
し
て
い
き
た
い
。

留
萌
消
防
組
合

議

会

報

告

留
萌
南
部
衛
生
組
合

議

会

報

告
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2021

議　

員　

名

燕　
　

昌
克

笹
本　

牧
司

鵜
城　

雪
子

川
口　

宏
和

珍
田　

亮
子

坂
本　
　

茂

野
呂　

照
幸

坂
本　

守
正

小
野　

敏
雄

対
馬　

真
澄

天
谷　

孝
行

村
上　
　

均

菅
原
千
鶴
子

野
崎　

良
夫

村
山
ゆ
か
り

松
本　

衆
司

開催
回数

出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席
出
席
欠
席

定
例
会

17
回 17−17−17−17−17−17−17−17−17−17−17−17−17−17−17−17−

臨
時
会

８
回 ８−８−８−８−８−８−７１８−８−６２８−８−８−８−８−８−

特
別
委
員
会

予
算
審
査

４
回 ４−４−４−４−４−４−３１４−４−４−４−４−４−４−４−４−

決
算
審
査

３
回 ３−３−３−３−

監
査
委
員
と

し
て
出
席

３−３−３−３−３−２１３−３−３−３−３−

議
会
運
営

委
員
会

25
回 24１ 20５ 24１ 25−25−

常
任
委
員
会

第　

１
13
回 13−13−13−11２ 13−13− 12１13−

第　

２
18
回 17１18− 16

２（
公
） 

18−17１18−18−17１

※（公）は公の用件　※□＼は出席対象外の会議　※委員会は開催状況により出席回数が異なります

委　員　会　名 開催回数 構　成　委　員
議 会 広 報 特 別 委 員 会 20回 菅原・鵜城・燕・川口・天谷
議会活性化推進特別委員会 15回 全委員 16名
  ・議会基本条例策定小委員会 24回 村上・村山・珍田・野呂・坂本守正・対馬・野崎・松本
  ・組織運営小委員会 10回 菅原・坂本茂・燕・笹本・鵜城・川口・小野・天谷
監 査 委 員 41回 珍田
全 員 協 議 会   3 回 全議員 16名
南部衛生組合議会・協議会 14 回 菅原・笹本・対馬・村上
消 防 組 合 議 会・ 協 議 会   8 回 松本・燕・坂本茂・野呂・天谷

議会の傍聴（見学）について
議会は本会議、予算審査特別委員会・決算審査特別委員会などの傍聴ができます。
詳しくはお知らせ掲示板・ホームページなどをご覧ください。

平成 25年度  　留萌市議会議員出欠状況　平成25年 4月 1日〜
　平成 26年 3月 31 日

留萌市議会

０１６４・４２・１９０７（直通）
E-mail: rumoishigikai@basil.ocn.ne.jp

０１６４・４３・６７００

　【議　案】
・留萌市副市長の選任について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 同　　意
・留萌市公平委員会委員の選任について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 同　　意
　　中西俊司副市長及び中野亨公平委員会委員が再任されました。
・留萌市議会基本条例制定について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
・留萌市議会会議規則の一部を改正する規則制定について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
・留萌市議会委員会条例の全部を改正する条例制定について‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　　留萌市議会基本条例の制定に伴い本会議に関する事項は会議規則で、委員会に関する事項は委員会条例
　において規定するものとして起立全員により原案可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか４件‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　【意見書案】
・地方財政の充実・強化を求める意見書‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか６件‥‥‥‥‥‥‥ 原案可決

　平成26年第２回定例会は、３日から８日間の会期で開催され、諮問１件、報告５件、議案９件、
推薦１件、意見書案７件について審議しました。

こんなことが決まりました
第2回定例会　6月3日〜10日

各常任委員会からの報告
第１常任委員会報告 第２常任委員会報告

農業と福祉の連携で６次産業化

　５月23日に行われた常任委員会に、農業と福祉の
連携による６次産業化乾燥ラインの整備について、所
管の市・農林水産課から報告が行われた。
　この事業は、平成24年から行われている農水産物
乾燥加工試験事業の結果から、一定の成果が得られた
「切干大根」の商品化に向けた事業である。特に農業
と福祉の連携や地域農業の振興、障がい者の新たな就
労活動支援などの特色がある。また、小学校の閉校で
寂しさの増す幌糠地域で旧幌糠中学校の施設の一部を
整備して行うなどこの事業への期待は大きい。
　しかしながら、大きな予算を伴う事業でもあり、生
産コストや技術あるいは価格や流通の問題、障がい者
の就労など多くの意見が出された。６月の議会に提案
され、今秋の生産設備完成を目指しているが、設備の
整備や、事業全体
の進捗状況などを
委員会としても注
視していきたい。

　　　　　　　　　▲「切干大根」の生産風景

温水プール「ぷるも」の一部再開

　平成21年度から休止していた留萌市内の温水プー
ル「ぷるも」が、７月から学校授業を主体に一部再開
する。５月28日、常任委員会で視察し、設備工事の
進捗状況や今後の補修作業と清掃スケジュールなどに
ついて説明を受けた。
　温水プール「ぷるも」は平成13年にオープン。新・
留萌市財政健全化計画の中で、年間約５千万円の維持
経費が見直しの対象となり「休止」となっていたが、
学校授業の課題などを優先的に解決するため、平成
26年度と27年度は学校プール授業用として一部再開
し、夏季休業期間（７月25日～８月19日）は、高校
生以下は「無料」、一般および高齢者は「有料」で開
放することとなった。
　５年間の休止だったが、予想以上に美しい現状で
あった。再開まで
にタイルのヒビ
割れ部分などを
補修する予定だ。

　　　　　　　　　▲温水プール「ぷるも」の視察
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平成26年度 留萌市職員採用試験の実施について

くらしのお知らせ

保健 国民健康保険加入者を対象とした
「人間ドック」を実施します

▼特定健診の検査項目に加え、心電図、胃がん（バ
リウム）、肺がん、大腸がん（採便）検診やより詳
細な血液検査が含まれています。特に30歳代の方
は、特定健診を受診することができませんので、健
康管理のためにぜひご利用ください。
日 10月から　 所 市立病院
対 今年度30歳〜 74歳になる国民健康保険加入者
定 20人（申込多数の場合は抽選）
費 5,000円　
申 ８月18日㈪から28日㈭までの間に、下記まで電

　　話または市・市民課窓口でお申し込みください。
○特定健診を受診された方は検査項目が重複してい
ますので、ご遠慮ください。
問 市・市民課 ☎ 42-1805

保健 国民健康保険、後期高齢者医療「特定健診（個別健診）」について

▼平成27年３月まで、市内の病院で特定健診を受診することができます。かかりつけの病院などで、年に
１度の特定健診を受診しましょう。医療機関によっては、診療と同時に実施したり、定期検査を活用して特
定健診を受診できる場合がありますので、主治医にご相談ください。
●特定健診を受診できる病院（事前に病院に健診日時を確認または予約してください）

荻 野 病 院（☎ 42-1406） 川 上 内 科 医 院（☎ 43-6451） たけうち内科循環器内科医院（☎ 42-8820）
藤 田 ク リ ニ ッ ク（☎ 42-1660） 留 萌 記 念 病 院（☎ 42-0271） 留萌セントラルクリニック（☎ 43-9500）
わ た べ 整 形 外 科 医 院（☎ 42-5011） 市　　立　　病　　院（☎ 49-1011）

問 市・市民課 ☎ 42-1805

保健 秋の「特定健診（集団健診）」と「がん検診」について

▼生活習慣病やがんの早期発見・早期治療を目的とした、特定健康診査とがん検診を行います。健康チェッ
クのために、毎年必ず受診しましょう。
今年度の健（検）診では、下記の内容が変わっています
　・健（検）診の受付時間を30分ごととし、待ち時間の短縮を図っています。
　・今年度から特定健診に「尿酸値」の検査項目を追加しました。
　・肺がん検診ではデジタル直接撮影により、検査精度がより向上しています。
　・さまざまながんの疑いがわかる「腫瘍マーカー（消化器・すい臓・前立腺・
　　婦人科）」の血液検査が同時に受診できるようになっています。
　・協会けんぽ被扶養者の「特定健診」も受診することができます。
●「特定健診（集団健診）」および「がん検診」の日程・場所・受付時間

日　　程 場　　所 受付時間
9月30日㈫ 潮 静 住 民 セ ン タ ー

6：00〜 11：00
10月1日㈬ る も い 健 康 の 駅
10月2日㈭

保健福祉センターは ー と ふ る10月3日㈮
10月4日㈯

申 ８月15日㈮〜 29日㈮ （土日除く）※全ての健（検）診は予約制です。

保健 平成26年度「結核検診」を実施します

▼日本の結核り患率は、ほかの先進国に比べて高く、
年代別の患者数でみると60歳以上が多い状況です。
　昨年度市が行った検診では結核感染者はいません
でしたが、肺疾患が５人確認されました。市では、
今年度も結核検診を実施しますので、この機会に受
診しましょう。
日 ８月27日㈬〜 29日㈮　
所 市内各所を巡回
対 65歳以上の市民
費 無料（事前の申し込みは不要です）　

○巡回日程および場所については、８月上旬に町内
回覧によりお知らせします。
○受診の際は、巡回する検診会場へ直接お越しください。
問 市・保健医療課（はーとふる内） ☎ 49-6050

今月も知っておきたい情報が満載です！ 問 問い合わせ　
 ☎　電話　 FAX ファクス
HP ホームページ
メール Ｅメール

日 日程・日時　 所 場所・会場　 対 対象　 定 定員　 費 費用　 内 内容　 申 申込方法など凡 例

暮らし 8月は「北方領土返還運動全国強調月間」です

▼歯舞群島、色丹島、国後島、択捉島の北方四島（北方領土）は、祖国復帰がいまだに実現していません。
　北方領土の１日も早い返還を実現させるためには、粘り強い返還運動を行っていくことが大切です。署名
を通じて皆さんの意思を北方領土返還実現に反映させましょう。署名にご協力ください。
日 ８月１日㈮〜 29日㈮（土日除く）　8：50 〜 17：20
所 市役所１階市民ラウンジ
問 市・政策調整課 ☎42-1809

問 留萌市国民健康保険加入者の特定健診およびがん検診　市・市民課 ☎ 42-1805
　　がん検診・協会けんぽ被扶養者の特定健診　市・保健医療課（はーとふる内） ☎ 49-6080

▼採用する職種および予定人数は、初級・上級事務職が合わせて10名程度、上級土木職が１名、初級消防職が若干名です。
　第１次試験は、初級・上級事務職と上級土木職を９月20日㈯、初級消防職を９月21日㈰に行います。募集要領や受
験に必要な応募様式は、市役所で配布しているほか、市・ホームページからもダウンロードすることができます。
　申し込みは、８月22日㈮までの平日８時50分から17時20分まで市・総務課で受け付けます。郵送による申し込みは
８月22日㈮までの消印のあるものに限り受け付けます。
　なお、保健師職は通年で募集を行っております。採用試験に関するお問い合わせは下記までご連絡ください。
問 市・総務課 ☎ 42-1802  HP http://www.e-rumoi.jp/

今年度から下記の検診も受診することができます

健（検）診　名 対　象　者 料　　　金
特 定 健 診 40歳〜 74歳の国民健康保険加入者、

後期高齢者医療制度加入者
500 円

心 電 図 検 査 500 円（特定健診を受けられる方のみ）
胃 が ん 検 診 30歳以上の市民 1,500 円

肺 が ん 検 診 40歳以上の市民 ※喀
かくたん

痰検査は必要な場合のみ実施 肺がん検診 1,000 円 喀痰検査 1,000 円

大 腸 が ん 検 診 40歳以上の市民 500 円
肝炎ウイルス検診 40歳以上の市民 ※以前に検査を受けたことがない方 500 円
エキノコックス症検診 小学３年生以上の市民 無　料

腫瘍マーカー検診名 対　象　の　市　民 料　　　金
ＣＥＡ	 （消化器） 今回の胃がん検診または特定健診を

受けられる方
1,200 円

ＣＡ 19-9	（すい臓） 1,500 円
ＰＳＡ	 （前立腺） 50歳以上の男性 1,500 円
ＣＡ 125	（婦人科） 今回の特定健診を受けられる方 1,600 円

○各がん検診は、75歳以上と生活保護世帯は無料、国民健康保険加入者は、各検診 500 円です。

○腫瘍マーカー検診は、検診委託業者が独自に実施する検診です。
○費用は健康保険の種類にかかわらず、上記の費用となります。
○受診を希望する方は、特定健診およびがん検診を申し込む際に併せてご予約ください。

※腫瘍マーカーの値が低いから「が
んではない」とは言えません。しか
し、値が高い場合はがんやほかの病
気が考えられます。
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暮らし ルールを守って「お墓参り」

▼８月13日㈬から15日㈮までの間は、市
営墓地駐車場が大変混み合います。
　路上駐車は、交通障害やお墓参りをされ
る方の迷惑となりますので、絶対にやめま
しょう。
　また、お墓参り後の供物などは必ずお持
ち帰りください。
問 市・環境保全課 ☎ 42-1806

暮らし 「食中毒の予防」について

▼夏季は、細菌性の食中毒が多発する時期
です。そのため、食中毒を予防するには食
品などの細菌汚染を防ぐことが大切です。
　食品などの取り扱いについては、下記の
食中毒予防の三原則を守り、食中毒を起こ
さないように注意しましょう。
●食中毒予防の三原則
①清潔（食品に細菌を付けないために）
　　調理の前や調理中には、手をよく洗っ

てください。食器、まな板やふきんなど
の調理器具の消毒（熱湯・塩素系漂白剤
など）は、食品への二次感染を防ぐため
に大切なことです。
②迅速または冷却
　　買ってきた食品は室温に放置しない

で、できる限り早く調理し、調理したも
のは早く食べましょう。

　　細菌は冷却しても死にませんが、増殖
しにくくなります。食品を保管する場合
は、５度以下を目安に冷却してください。
③加熱と殺菌
　　細菌は熱に弱いので、食品はなるべく

火を通して調理しましょう。
　　また、調理器具の殺菌・消毒も念入り

に行ってください。
問 市・保健医療課（はーとふる内）
 ☎  49-6050

医療 市立病院から「外来診療体制」変更のお知らせ

▼４月から整形外科の診療日は下記のとおり変更となってい
ます。

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
午前診療 休　　診 午前診療 午前診療 午前診療

※火曜日は、整形外科リハビリも休診となっています。
●眼科外来について
　５月12日㈪から「完全予約制（当日予約不可）」となってい
ます。ご予約は希望診療日の前日までにお願いします。
○当院を受診される際は、お薬手帳や薬の内容がわかるもの
を持参してください。
問 市立病院医事課 ☎49-1011

子育て 「児童扶養手当」現況届の提出について

▼父子または母子家庭などで、児童扶養手当を受給している
方に、毎年８月１日現在において、引き続き手当を受給する
要件があるかどうかを確認するために、現況届の提出をお願
いしています。
　期間内に現況届の提出がない場合、８月分以降の手当が受
給できないこととなりますので、忘れずに提出してください。
日 ８月１日㈮〜８月29日㈮　（土日除く）８：50 〜 17：20
対 下記のいずれかに該当する児童を養育している父また

　　は母などが支給対象です。
　　①父母が婚姻を解消した児童
　　②父または母が死亡した児童
　　③父または母が一定程度の障がいの状態にある児童
　　④父または母の生死が明らかでない児童
　　⑤その他、父または母に１年以上遺棄されている児童、
　　　父または母が引き続き１年以上拘禁されている児童、
　　　父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童
　　　など
申 市・教育委員会こども課に提出してください。

○下記のように支給対象外となる場合がありますので、まず
はご相談ください。
　・受給者または同居扶養義務者に一定以上の所得がある場  
　　合
　・婚姻の届出をしていないが事実婚にある場合など
問 市・教育委員会こども課 ☎ 42-1808

暮らし 平成26年8月1日から「屋内・屋外イベント会場などでの火災予防」が一部改正されます

▼平成25年８月15日、京都府福知山市の花火大会で発生した火災を踏まえ、消防庁は「消防法施行令の一
部改正」を行いました。
　これにより各消防本部では火災予防条例を改正し、平成26年８月１日㈮から祭礼、縁日、花火大会、展
示会など、多くの方が集まるイベント会場での対象火気器具などを使用する露店、屋台その他これに類する
ものの出店には、火災予防の徹底を図るため、露店出店届出と消火器の準備が義務付けられます。
●届出の対象とならないもの
　近親者によるバーベキューや幼稚園などで父母が主催するものなど、相互に面識のある者が集まる催しな
どは対象となりません。
●大規模な催しものとして消防長が定めるもの
①大規模な催しが開催可能な公園、河川敷、道路その他の場所を会場として、１日当たりの人出予想が10万人以上の屋外催し
②対象火気器具などを使用する露店が100店以上出店する屋外催し
　上記の２つの要件が該当するものを「指定催し」として、防火担当者、火災予防上必要な業務に関する計
画の届出が必要となります。「指定催し」の指定をしたときは、催しの関係者のほか、多くの人に対して知
らしめる必要があることから、公示することとします。（計画を提出しなかった場合は罰則が適用されます）
問 留萌消防署予防課 ☎ 42-2211

子育て 「子育て支援者のためのセミナー」と「子育て講演会」を開催します

▼誰もが持っている子育ての悩み。ちょっとした方法などを学ぶことで、子どもとの関わりを良い方向に変え
ることができます。札幌医科大学保健医療学部看護学科准教授の澤田いずみ先生を講師にお迎えして、子育て
に関するヒントとコツ、育児を前向きにとらえるためのセミナーと講演会を開催します。ぜひご参加ください。

【セミナー】子育てで困っている親子に役立つ、具体的な子育て技術  「前向き子育てプログラム トリプルＰ」
日 ９月４日㈭　18：30 〜 20：30　 所 保健福祉センターはーとふる２階多目的ホール
対 子育て支援者（保育士、幼稚園教諭、保健師、相談員、助産師、看護師、関心のある方）
申 ８月29日㈮までに下記までお申し込みください。

【講 演 会】やってみよう！親子の良い関係をはぐくむ「前向き子育てプログラム トリプルＰ」
日 ９月５日㈮　10：30 〜 12：00　 所 保健福祉センターはーとふる２階多目的ホール
対 子育て中の保護者、妊産婦、関心のある方（未婚の方もぜひご参加ください）
申 ８月29日㈮までに下記までお申し込みください。（当日参加可、先着30名まで託児有り）
問 市・教育委員会こども課 子育て支援センター（はーとふる内） ☎ 42-4150

学び 「旧留萌佐賀家漁場」一般公開について

▼国指定の史跡となっている「旧留萌佐賀家漁場」を一般公開します。佐賀家
漁場は弘化元年に礼受町でニシン漁場を開き、以来昭和32年まで113年にわ
たりニシン漁を営んでいました。ニシン漁に使用された道具も当時のまま残さ
れており、国の重要有形民俗文化財に指定されています。ぜひご覧ください。
日 ８月６日㈬〜 12日㈫　10：00 〜 16：00
問 市・教育委員会生涯学習課 ☎ 42-0435

▼市民の皆さんはもちろん、お盆の帰省により訪れる方も楽しめるよう、
親子盆踊り、仮装盆踊りだけではなく、抽選会や縁日屋台、留萌の美味
しいものを楽しめるグルメ屋台を出店し、皆さんをお待ちしています。
日 ８月14日㈭、15日㈮　18：00 〜 21：00
所 やん衆特設会場（留萌産業会館駐車場）

留萌サマーフェスティバル 2014　 やん衆盆踊り

問 留萌サマーフェスティバル実行委員会（市・経済港湾課内） ☎ 42-1840
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留萌市以外から
のお知らせ 蒼い海「ビーチ・クリーン」参加者募集

▼市民ボランティア団体「蒼い
海」では、定期的に海辺の清掃
を行っています。今月は下記の
日程で実施します。皆さんも気
軽に参加してみませんか。
日 ８月２日㈯、９日㈯、16日㈯、23日㈯

　　 8：00集合（１時間程度）
所 ゴールデンビーチるもい南側駐車場（雨天時は中止）

◯火バサミ・ごみ袋は事務局が用意します。
問 蒼い海 代表　鵜城　雪子 ☎ 090-2050-6552
HP 蒼い海　留萌

「知ってほしい！障がい福祉のこと」社会福祉コラム ③

▼療育手帳について
　先天性または出生時などに、脳になんらかの障がい
を受けたために知的な発達が遅れ、社会生活のしづら
さを抱えている方に、手帳が交付されます。ただし、
児童相談所または北海道立心身障害者総合相談所にお
いて知的障がい者と判定された方に限ります。判定を
受けるには、生活状況などについて、市町村の調査が
必要です。18歳未満の方は市・教育委員会こども課、
18歳以上の方は市・社会福祉課にご相談ください。

▼どのような手帳なのか？
　手帳の交付を受けた方には、継続して相談や支
援を行います。また、手帳により、障がい福祉サー
ビスの利用や税金の減免などの制度を利用できま
すが、障がいの程度や所得状況などにより利用で
きない場合があります。
　次回は、精神障害者保健福祉手帳についてお知
らせします。

高齢者や児童の虐待、一人暮らしの
高齢者など、近所で気になることが

あります。そのうち誰かが何とかするだ
ろうと見過ごしていますが、このままで
いいのでしょうか。

民生委員児童委員は、担当する地域
の気になる兆候を耳と目で把握し、

速やかに対応しています。
　しかし、全てを完璧には把握しきれま
せん。さまざまな情報を得ることも重要
です。なかなか当事者から事情を聴くこ
とはむずかしいので、気になることが
あった時には、なるべく早く民生委員児
童委員へお知らせください。
　必要により関係機関などと連携して迅
速に対応し、虐待などの早期発見に努め
ます。
　また、情報を寄せていただいた方をは
じめ関係者に迷惑をかけないよう適切に
対応します。
問 市・社会福祉課　☎42-1807

問 市・社会福祉課　☎42-1807

【土曜おはなし会】　
日 ９日㈯　13：30 〜	 対 幼児・小学生

【ちいさいこのおはなしかい】
日 22日㈮　11：00 〜	 対 ０・１・２歳児

【映画会】①10：30 〜②13：30 〜
日 １日㈮
内 子ども向　①学校の幽霊１（50分）

　　子ども向　②トイレの花子さんがきた！（41分）
日 ２日㈯
内 子ども向　①ドラえもん のび太の南海大冒険（93分）

　　子ども向　②ファインディング・ニモ（100分）
日 ３日㈰
内 子ども向　①ピカチュウのドキドキかくれんぼ（47分）

　　子ども向　②かいけつゾロリ ドラゴンたいじ  他（50分）
日 24日㈰
内 子ども向　①はだしのゲン（90分）

　　一般向　①戦場のピアニスト（149分）
【図書館まつり】 

日 31日㈰　10：00 〜 14：00
内 古本市、バルーンアート、おはなし会、

　　ポップコーンの無料配布など
【休館日】 
　４日㈪、11日㈪、18日㈪、25日㈪（月曜休館）
　29日㈮　（館内整理休館）

市立図書館 ８月のお知らせ

問

答

こんなときは
民生委員児童委員へ③

問 市立留萌図書館 ☎42-2300

留萌市以外から
のお知らせ 「放送大学10月入学生募集」について

▼放送大学は、テレビなどの放送やインターネッ
トで授業を行う通信制の大学です。
　現在「平成26年10月入学生」を募集しています。
　放送大学では、働きながら学んで大学を卒業し
たい、学びを楽しみたいなど、さまざまな目的で
幅広い世代、職業の方が学んでいます。心理学・
福祉・経済・歴史・文学・自然科学分野など、約
300科目から関心のある１科目だけでも学べま
す。ご希望の方には、詳しい資料を無料で送付し
ますので、お気軽にお問い合わせください。
費 １科目11,000円（半年間、教材費込み）
申 出願期限は８月31日㈰まで
問 放送大学北海道学習センター
 ☎  011-736-6318
HP http://www.ouj.ac.jp

留萌市以外から
のお知らせ

「第25回 るもい川まつり」
開催のお知らせ

▼昭和63年の洪水の記憶を
忘れないため、一級河川の留
萌川に触れ合うイベントとし
て開催しています。降雨体験
や地下浸水体験、Ｅボート体
験など水防災企画や子ども釣り大会、縁日、エアー遊
具も登場します！夏休み流木工作コーナーもありま
す。ぜひ遊びに来てください。
日 ８月10日㈰ 11：00 〜 14：30
所 高砂公園裏河川敷（少雨決行）

○大雨の場合は留萌地域人材開発センター（パワスポ
留萌）で開催します。
問 るもい川まつり実行委員会 事務局長 村山ゆかり
 ☎  090-7658-6633
留萌市以外から

のお知らせ 「第14回 るる祭」開催のお知らせ

▼「ごみの分別とリサイクル
のしくみ」をテーマに、分か
りやすい講話が聞けます。ぜ
ひお気軽にご参加ください。
日 ８月24日㈰

　　10：00 〜 14：00
所 海のふるさと館
内 講話　ごみのゆくえ　11：00 〜

　　フリーマーケット・手づくりマーケット
　　　　　　　　　　　10：00 〜 14：00
問 女性ネットワーク・るる 事務局長 蔵根倫美
 ☎  080-5375-5615
留萌市以外から

のお知らせ 「ビーチスポーツフェスティバル2014inるもい」出場者募集！

▼ビーチサッカー、ビーチバレーの大会出場者を募集しています。詳細は下記ホームページをご覧ください。
日 ８月17日㈰　10：00 〜開会式　10：30 〜試合開始
所 ゴールデンビーチるもい北側特設会場
申 ８月11日㈪までに出場種目を電話で下記まで連絡し

　　お申し込みください。（先着順）

競技種目 参加料金
ビーチサッカー １ チ ー ム 12,000円（学生10,000円）

ビ ー チ バ レ ー

男女4人制 5,000円（学生4,000円）
男女2人制

3,000円（学生2,000円）男子2人制
女子2人制

こさえーる料理講習会料理講習会参加者

募集
参加者

募集

○当日はエプロン、キャップ（三角巾）
をご持参ください。

左記まで電話でお申し
込みください

酢イカ作り講習会 トマトジュース作り講習会

▼旬のイカや留萌産トマトを使った
料理講習会を風土工房こさえーるで
開催します。地元食材を使い、留萌
の美味しい夏を満喫しませんか。

風土工房こさえーる　☎43-4556問

8月22日㈮ 9：00～
10人
1,200円
8月5日㈫～15日㈮（日曜除く）

日
定
費
申

8月30日㈯ 9：00～
10人
2,000円
8月20日㈬～27日㈬（日曜除く）

日
定
費
申

問 北海道ビーチスポーツ事務局 ☎ 011-788-5122  HP http://beachsportsfestival.com/

▼小学生および親子を対象に、身近な地域でとれる農水産
物を使った加工体験を行います。地元の食材を使い、作る
楽しさを通して「るもいの味と伝統」を学びませんか。
問 市・農林水産課 ☎ 42-1837

るもい子ども加工塾 参加者募集
第２回　「農園でのトマト収穫とジュースづくり体験」

日 8 月23日㈯　10：00 〜  定 10人　
所 風土工房こさえーる、東農園
費 500円（収穫体験料含む）
申 電話で左記へお申し込みください。

○当日は、エプロン、キャップ（三角巾）をご
持参ください。
○東農園（樽真布）までは車の乗り合いとな
りますので送迎のご協力をお願いします。
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からだ こころすこやか イキイキすこやか イキイキ

問 市・保健医療課（はーとふる内） ☎ 49-6050

整形外科稲垣医院

はーとふる

「夏バテに負けない　　
　　　体をつくろう！」

健康コラム

８月 17 日の
日曜当番医院

幸町３丁目 ☎43-3311　9：00～17：00

※上記以外の日曜日・祝日および夜間の診療はかかりつけの病院・医院へお問い合わせください。
※市立病院は二次医療病院として、全ての土曜日・日曜日・祝日・夜間に対応しています。

	　２日㈯	 13：00～14：30	 救急蘇生法とＡＥＤ体験講習会	
	 ９日㈯	 9：30～11：30	 基礎老年医学講座③「循環器系疾患の特徴」	
			�    講師：札幌医科大学 教授　小海　康夫 氏
	 ９日㈯	 13：00～14：00	 マンスリー健康講話「熱中症の予防」	
		  講師：NPO 法人るもいコホートピア 看護師　山崎　洋子 氏
	 10日㈰	 13：00～14：00	 子ども実験室「スーパーボールとわれないしゃぼん玉を作ろう」
			   　　　　　　　　　　　　　講師：札幌医科大学　武井　則雄 氏
	 23日㈯	 9：30～11：30	 基礎老年医学講座④「骨格・筋肉系の特徴」	
			�    講師：札幌医科大学 教授　小海　康夫 氏
	 26日㈫	 13：00～14：30	 認知症サポーター養成講習会	

【開館時間】 9：00～17：00／9：00～20：30（水・木）
　　　　　　※20：00以降は入館できません

８
月
の
イ
ベ
ン
ト

休館日 月曜日・祝日るもい健康の駅

保健福祉センターはーとふる

☎43-8121

☎49-6050

５日㈫ ３　歳　児（23年	 ７月生）
【受付】　　　
13：00　
～13：30

６日㈬ １歳６カ月児（25年	 １月生）
19日㈫ ４ カ 月 児（26年	 ４月生）
20日㈬ ９ カ 月 児（25年	 10月生）

●乳幼児健診　　　対象児には事前に文書でお知らせします

対象は１歳６カ月以上の子どもです
７日㈭ 10：00～11：00 13：00～15：30
21日㈭ 10：00～11：30

●フッ化物塗布　　　　予約制で料金は１回 500 円です

高齢者対象の筋力アップ体操　～時間内出入り自由～

毎週月曜日 10：00～12：00
13：30～15：30

毎週金曜日

●ピンピンからだ広場　11日㈪、15 日㈮はお休みです　

乳幼児の発育・発達などについてご相談ください
７日㈭ 　9：30～11：30 13：00～15：00

●母子健康・栄養相談（乳幼児）

※各種予防接種やがん検診は、広報るもい４月号に折り込みした
オレンジ色の用紙「留萌市保健予防事業一覧」をご参照ください。
※保健福祉センターはーとふるでは随時、電話や来所での相談を
受け付けていますので、お気軽にご相談ください。

　夏バテの症状は、食欲不振、疲
労感、不眠などさまざまです。
　直接的な原因は、冷房などの普
及で室内外の温度差が大きくな
り、体温調節機能が働かなくなる
ことです。また、冷たい物を摂取
することで内臓の働きが低下し、
食欲不振を起こして栄養が不足し
たり、大量の汗とともに栄養素（ビ
タミンやミネラル）も失われるの
で、疲れやすくなります。
　夏バテの防止・解消法は、①しっ
かり食べてスタミナをつける ②
水分補給（温かい飲料を少しずつ
飲むのがお勧め）③室内外の温度
差を減らす（差は５度以内が理想、
冷房は除湿を利用、上着で温度調
節）④十分な睡眠です！
　北海道の夏は本州と比べ、涼し
いと言われていますが、夏はやは
り暑い季節。夏バテ対策をして、
残りの夏を満喫しましょう。

●一般健康・栄養相談（乳幼児～成人）
年齢を問わず健康相談を行います

26日㈫ 10：00～11：30 千 鳥 児 童 セ ン タ ー

地元・留萌の当霊苑で お問い合わせはこちらまで

現地受付

◆島 田 商 店 （南町2丁目）☎42-0425
◆㈱行徳石材 （本町4丁目）☎42-0847

留萌ペット霊苑協会

☎080-5595-5929  片山

―ふだんは家にいて、自分の趣味に関する用事の時だけ外出する者を含む広義のひきこもりは、69.6万人と推計―
　これは、内閣府が平成22年2月に実施した「若者の意識に関する調査（ひきこもりに関する実態調査）」から見
えてきた数字です。（調査対象：15歳から39歳まで）
　ところで、ひきこもりの定義を皆さんはご存知ですか？
　「ひきこもり」とは、不登校や就労の失敗をきっかけに、何年もの間自宅に閉じこもり続ける青少年の状態を指
す言葉で、幾つかの定義がありますが、共通するのは、①６カ月以上社会参加していない②非精神病性の現象③外
出していても対人関係がない―の３点です。

●なぜひきこもりになるのでしょう？
　先ほどのひきこもりに関する実態調査では、ひきこも
りになったきっかけとして①「職場になじめなかった」、
「病気」が23.7％②「就職活動がうまくいかなかった」
が20.3％③「不登校（小・中・高校）」、「人間関係がう
まくいかなかった」が11.9％―ということがわかって
います。
　このように、一種の挫折体験が見られることも多いの
ですが、はっきりしない場合も少なくありません。もと
もとの性格傾向として、内向性、非社交性、手の掛から
ない良い子などがしばしば見られますが、必ずしも決定
的な要因ではありません。
　不登校と同様に、どのような家庭のどのような子ども
でも「ひきこもり」になり得るのです。
●ひきこもりにならないようにするには？
　仕事に行ったり、友達と話をしたりはするけれど、自
分の心（感情）を表現しないこともひきこもりの一つと
捉えます。いわば自分の心の部屋に閉じこもってしまっ
ている状態です。自分の意見や思いを口にしなかったり、
周りに合わせて顔は笑っているけど、目は笑っていない
という状態です。
　家にひきこもる状態がいきなりやってくることは滅多
になく、多くはまず心の部屋に閉じこもるのが一般的で
す。

　心の部屋に閉じこもりたくなったら、誰に助けてほし
いのか？言えない言葉は一体なんだろう？と考えてみて
ください。
　そして、周りにそんな状態の人がいたら、彼（彼女）
があなたに何を伝えたいのかを考えてみてください。そ
れがひきこもりから抜け出すカギになります。
●ひきこもりになってしまったら？
　本人自身が自分のひきこもり状態に心から満足するこ
とは決してあり得ません。実態調査でも一般の人に比べ
「生きるのが苦しいと感じることがある」、「知り合いに
会うことが不安になる」、「死んでしまいたいと思うこと
がある」など不安な気持ちを抱えて生きているひきこも
りの人が多いことがわかっています。
　その人を攻撃するよりも、その人の側に居て根気よく、
忍耐強く対話を試みること、それが一番です。
　そして、こじらせる前に専門機関（医療機関、カウン
セリングセンター、学校の相談室、精神保健福祉センター
や保健所などの相談窓口）で相談することをお勧めしま
す。本人自身でなくても相談は可能です。
　また、９月22日㈪には、北海道ひきこもり成年相談
センターの阿部所長をお招きし、ひきこもりに関する講
演会も予定しています。
　この機会にぜひご参加ください。（詳細は「広報るも
い９月号」でお知らせします）

『心が悲鳴をあげる前に～ひきこもりについてご理解を』
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問 市・環境保全課　☎42-1806

▼収集の申し込みは収集日２日前の 15：00 までにお願いします。
　　２０日㈬　大町、瀬越町、港町、明元町、幸町、本町
　　２１日㈭　寿町、礼受町、浜中町、沖見町、平和台
　　２２日㈮　見晴町、宮園町、錦町、開運町、栄町
　　２７日㈬　三泊町、塩見町、春日町、元町、船場町、花園町、末広町、旭町
　　２８日㈭　住之江町、泉町、野本町、千鳥町、元川町、神居岩、堀川町、高砂町、五十嵐町
　　２９日㈮　東雲町、緑ケ丘町、南町、潮静、大和田、藤山町、幌糠町、中幌、樽真布、南幌、峠下町、東幌
問 申 留萌南部衛生組合 ☎43-2555

８月の粗大ごみ収集日

日
程
と
収
集
地
区

ごみ減量のコツごみ減量のコツ ［vol.21］

●５月に行ったプラスチック製容器の分別状況調査結果をお知らせします。
　依然として不適正なものがあります。資源化施設（美・サイクル館）で適正なものを選別しています
が、かなりの手間とコストがかかり、ごみ処理費用の増大につながっていますので、適正な排出にご協
力ください。

●生ごみの排出方法に注意してください。
　・生ごみ指定ごみ袋には、生ごみだけを入れてください。
　・水切りや、保管に使用したポリ袋（レジ袋）、水切りネット、新聞紙、和紙などは「可燃系埋立ごみ」　
　　で排出してください。
　・貝がらは、「不燃系埋立ごみ」で排出してください。

　不適正に分別されているものは約３割あり、そのほとんどが汚れているプラ容器です。　　
　汚れているプラ容器は資源になりませんので、汚れがとれないものは、可燃系埋立ご
みで排出してください。

　60歳以上の方を対象に、手軽でおいしい「生活習慣病
予防のメニュー」を用意しています。ぜひご参加くださ
い。当日、その場で塩分測定を行いますので、ふだん食
べているみそ汁をご持参ください。

８月 27日㈬　10：00～13：00
保健福祉センターはーとふる調理実習室
25人（定員になり次第締め切り）
500 円
８月20日㈬までに下記までお申し込みください。

○エプロン、三角巾（またはスカーフ）、筆記用具、
みそ汁をご持参ください。

  

シニアクッキング教室シニアクッキング教室 参加者
募　集

留萌市食生活改善推進員協議会事務局（市・保健医療課（はーとふる内）　） ☎49-6050問

日

定
費
申

所

３市町全体
汚れているプラ容器
12.70kg

（23.3％） 

汚れているプラ容器
4.60kg

（22.6％） 

汚れているプラ容器
12.70kg

（23.3％） 
適正プラ容器
35.80kg
　　（65.7％） 

適正プラ容器
13.80kg
　　（67.8％） 

汚れているプラ容器
4.60kg

（22.6％） 不燃系埋立
0.55kg

（2.7％） 

不燃系埋立
2.50kg

（4.6％） 

可燃系埋立
2.60kg

（4.8％） 
その他
0.85kg（1.6％） 

その他
0.25kg（1.2％） 

可燃系埋立
1.15kg

（5.7％） 

留　萌　市

留 萌 市 � アンテナ情 報

下記以外のお問い合わせ

■総　務　課	 42-1801
市の財政、地籍調査など

■財　務　課	 42-1813
道市民税など

■税　務　課

市民税係	 56-5004
固定資産税など

その他の係	 42-1804
広報、町内会、市民活動など

■政策調整課	 42-1809
農業、漁業、水産加工業など

■農林水産課	 42-1837
商工業、観光、港湾など

■経済港湾課	 42-1840
社会福祉施設、生活保護、
障がい者に関することなど

■社会福祉課	 42-1807
戸籍、各種証明、国保・後期、
医療費助成など

■市　民　課	 42-1805
道路、公園、市営住宅など

■都市整備課	 42-2010
水道料金や上下水道のトラブルなど

■上下水道課

上水道係	 42-5151
下水道係	 42-2049

公衆衛生、市営墓地など

■環境保全課	 42-1806
市内の小中学校など

■学校教育課	 42-3006
児童手当、保育園など

■こども課	 42-1808
社会教育、スポーツなど

■生涯学習課	 42-0435
健康づくり、介護保険など

■保健医療課	 49-6050
■介護支援課	 49-6070
るもい健康の駅など

■コホートピア推進室

	 56-1535
広域ごみ処理、粗大ごみなど

■留萌南部衛生組合	

	 43-2555

主な電話番号

・総人口	 ２３，０６０	 人 	 （－４０ 人 ）
・　男	 １１，０２０	 人 	 （－１２ 人 ）
・　女	 １２，０４０	 人 	 （－２８ 人 ）
・世帯数	 １１，９８６	世帯	 （－１３世帯）

朝　8：05～8：10
夕　5：05～5：10

広報るもいは再生紙を使用しています

留萌市情報プラザ
災害時は 76.9MHz
留萌市とエフエムもえるは
災害協定を結んでいます

毎週

月～金

曜日

FM 76.9MHz
エフエムもえる

納 税 に つ い て

人口と世帯数 平成２６年６月末現在

※（　）内は前月比

人 口 動 態 平成２６年６月末現在

・出　生… ……１０人
・死　亡… ……１９人

・転　入… ……６２人
・転　出… ……９３人

市長とホットライン（FAX）

市民の声メール koucyou@e-rumoi.jp

0120-223-846

あなたが知りたい「市政のいろいろ」、市の職員が直接
出向いてわかりやすくご説明します。

申し込み・お問い合わせは☎42‐1809まで

　毎月１回、市民の皆さんと市長との対話の機
会を設けています。参加人数、話題、形式は問
いません。また、事前の受付もいりません。時
間内であれば、いつでもお越しください。

お気軽にお申し込みください

お茶の間トーク

市役所あての郵便物は下記郵便番号とあて名
（留萌市役所・担当課）で届きます。
〒077-8601 留萌市幸町１丁目11番地

ホームページ	http://www.e-rumoi.jp/

e-メール	 kikaku@e-rumoi.jp

日  ８月18日㈪   9：00～17：00
所  市役所 市長室
問  市・政策調整課 ☎ 42-1809

困ったときは

相談しましょう

市 民 相 談
■市民課

５６- ５００３
──────────

健 康・ 栄 養 相 談
■はーとふる

４９- ６０５０
──────────

教 育 相 談 電 話
学校教育に関すること

■教育委員会学校教育課

４２- ３００６
──────────

児童福祉に関すること

■教育委員会こども課
　家庭児童相談室

４２- １８０８
──────────

社会教育に関すること

■教育委員会生涯学習課

４２- ０４３５
──────────

高齢者に関する相談
■留萌市地域包括支援センター

４９- ６０６０
──────────

防 災 相 談
■総務課

５６- ５００５

●今月納期の市税	 ・市道民税　２期
	 ・国民健康保険税　２期
	 納期限　９月１日㈪
●夜間納税相談窓口	 ８月28日㈭	 20：00まで
●休日納税相談窓口	 ８月24日㈰ 9：00 ～ 17：00

留萌市市民憲章
　わたくしたちは美しい日本海と留萌川にそう山々の緑にかこま
れた留萌の市民です。港を中心に栄える産業都市、豊かで健康な
文化都市がわたくしたちのねがいです。このねがいを実現するた
め市民憲章をさだめます。
１　海の資源や山の緑を大切にして美しい市

まち
にしよう。

１　人に迷惑をかけず公共の物を大切にして清潔な市
まち

にしよう。
１　きまりを守り、みんなでたすけ合う秩序ある市

まち
にしよう。

１　働くことによろこびをもって、仕事に精を出し豊かな市
まち

にしよう。
１　丈夫なからだとあかるい心をもち、平和な市

まち
にしよう。

市長とフリートーク
してみませんか？

▲市の木「アカシア」

▲市の花「ツツジ」



「三省堂書店を応援し隊」は、本の魅力や楽しさをひとりでも多くの方にお伝えし、地域と
のつながりを大切にして、さまざまな活動に取り組んでいます。

三省堂書店を応援し隊 ★ インフォーメーション

今月の主な
活動ご紹介

三省堂書店を応援し隊 事務所（留萌ブックセンター）☎43-2255問

日
所

5月13日㈫ 18:30～
留萌ブックセンター

日
所

5月25日㈰ 14:00～
留萌ブックセンター

おとなのためのおはなし会 こどものためのおはなし会

６月号以降のパターン

「三省堂書店を応援し隊」は、本の魅力や楽しさをひとりでも多くの方にお伝
えし、地域とのつながりを大切にして、さまざまな活動に取り組んでいます。

三省堂書店を応援し隊
インフォーメーション

■お問い合わせは　三省堂書店を応援し隊 事務所（留萌ブックセンター）☎43-2255

●日時　8月12日㈫ 18:30～
●場所　留萌ブックセンター

おとなのためのおはなし会

●日時　8月24日㈰ 14:00～
●場所　留萌ブックセンター

こどものためのおはなし会今月の
主な活動
　ご紹介

三省堂書店を応援し隊では、子どもたちによる
子どもたちへのおはなし会の開催を予定してい
ます。詳しくは下記までお問い合わせください。
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